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は
じ
め
に

　

筑
豊
に
お
け
る
「
友
子
」
の
存
在
と
そ
の
同
盟
の
在
り
方
に
関
心
を
持
っ
た
筆
者

は
、
以
前
、
筑
豊
の
友
子
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た

（
註
一
）。

本
稿
は
、
こ
の
報
告
以
降
に

知
見
し
た
資
料
等
を
加
え
て
、
補
足
と
一
部
修
正
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
章　

筑
豊
で
「
友
子
」
を
育
成
す
る
と
い
う
仮
説

　

筑
豊
に
お
け
る
幕
末
か
ら
明
治
三
十
年
代
中
期
ま
で
の
石

炭
採
掘
は
、
例
え
ば
目
尾
炭
坑
で
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
し

た
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ポ
ン
プ
の
試
験
運
転
成
功
（
明
治
十
三
年

十
二
月
八
日
・
九
日
）
以
降
、
筑
豊
の
各
炭
坑
の
排
水
に
蒸

気
機
関
が
導
入
さ
れ
（
こ
れ
に
よ
り
年
中
掘
り
が
普
及
、
定

着
）、
ま
た
豊
国
炭
坑
で
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
使
用
開
始
（
明
治

十
八
年
）
な
ど
、
近
代
化
へ
の
い
く
つ
か
の
重
要
な
事
象
は

み
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
た
と
え
近
代
化
の
燭
光
は
見
え
て
も
、
生
産
機
構
、
雇
用
、
採
掘
、
運

搬
、
流
通
等
、
石
炭
採
掘
全
般
に
わ
た
る
産
業
化
へ
の
展
開
は
、
明
治
三
十
年
代
中

期
以
降
か
ら
大
正
初
期
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
量
す
る
。

　
（
表
１
）
は
、
後
年
、
筑
豊
を
代
表
す
る
と
見
な
さ
れ
る
各
炭
坑
が
、
明
治
三
五
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安

蘇

龍

生

【
論
説
】
筑
豊
産
炭
地
と
「
友
子
」

鉱　業　人 炭坑名 出炭高（佛噸）

三井鑛山合名
會社

三池 1,106,604 
田川 458,231 
山野 152,911 
計 1,717,746 

三菱合資會社

高島 199,259 
鯰田 229,076 
新入 408,398 
相知 93,755 

上山田 44,503 
計 974,991 

北海道炭礦鐵道
株式會社

空知 153,742 
幾春別 99,058 
幌内 214,532 
夕張 463,874 
計 931,206 

貝島鑛業合名
會社

大辻 261,749 
大ノ浦 364,401 
満ノ浦 120,108 
柚木原 68,456 

計 814,714 

安川敬一郎
明治 454,285 
赤池 150,287 
計 604,572 

古河潤吉
勝野 348,589 

下山田 77,397 
計 425,986 

麻生太吉

本洞 99,770 
藤棚 82,550 
豆田 60,741 

芳雄山内 49,730 
芳雄上三緒 75,789 

計 368,580 
其他全国炭山 4,300,912 

合　計 10,138,707 

表１　七大炭鉱業者勢力一覧表
　　　（明治36年調査、註（二）文献より）



雄
第
二
坑
・
潤
野
竪
坑
）
の
鉱
夫
原
籍
地
方
別
表
で
あ
る
。
移
動
が
激
し
い
炭
坑
労

働
者
の
把
握
は
大
変
困
難
で
、
同
誌
に
は
「
従
来
記
載
せ
し
各
坑
の
調
査
に
見
ざ
り

し
…
当
鉱
山
に
限
り
左
の
一
表
を
得
た
り
」
と
特
記
し
た
ほ
ど
の
内
容
で
あ
る
。
こ

の
内
容
は
、
当
時
の
炭
坑
の
実
態
の
一
部
を
か
い
ま
見
る
に
貴
重
な
資
料
と
言
え

る
。　

な
お
、
理
解
を
助
け
る
た
め
に
、（
表
２
）
で
筆
者
は
原
文
資
料
の
掲
載
内

容
を
府
県
地
域
別
に
組
み
替
え
た
。
概
観
す
る
と
、
二
瀬
炭
山
で
は
地
元
福
岡
県
出

身
者
が
全
体
二
六
七
六
人
の
う
ち
一
五
二
六
人
（
五
七
・
一
％
）
を
占
め
、
九
州
内

他
県
五
三
〇
人
（
一
九
・
九
％
）、
中
国
・
四
国
地
域
が
五
二
八
人
（
二
一
・
八
％
）

と
な
っ
て
お
り
、
炭
坑
労
働
者
の
他
地
域
か
ら
の
筑
豊
地
域
へ
の
移
入
の
一
端
を
見

る
。
中
で
も
、
広
島
、
愛
媛
出
身
者
が
多
い
と
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
傾
向
も
裏
付

け
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
に
、
中
国
・
四
国
地
域
な
ど
の
既
存
の
鉱
山
地
域
か
ら
、

新
興
産
炭
地
筑
豊
に
流
れ
込
ん
だ
「
友
子
」
が
相
当
数
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
表
３
）
は
二
瀬
炭
山
に
お
け
る
鉱
夫
勤
続
年
数
で
あ
る
が
、
勤
続
一
年
未
満
が

全
体
の
五
三
・
八
％
に
の
ぼ
る
。
当

時
の
筑
豊
全
体
の
炭
坑
の
状
況
で
も

同
様
で
あ
る
が
、
定
着
常
な
ら
ず
の

激
し
い
移
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の

傾
向
を
示
す
た
め
に
、
後
述
で
山
本

作
兵
衛
本
人
の
動
向
も
例
示
す
る
。

　

当
時
の
筑
豊
に
お
い
て
は
、
こ
の

激
し
い
移
動
の
状
態
の
中
で
も
、「
友

子
」
養
成
の
内
的
条
件
が
維
持
さ
れ

年
段
階
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
発
展
途
上
に
あ
る
状
況
を
示
し
て
い
る

（
註
二
）。

　

筆
者
は
、
明
治
三
〇
年
代
の
中
期
に
あ
た
る
時
期
に
、
か
っ
て
金
銀
銅
山
採
掘
で

培
わ
れ
た
技
術
と
伝
統
的
な
徒
弟
制
度
を
伴
い
、
相
互
に
扶
助
し
合
う
「
友
子
」
た

ち
が
、
そ
の
生
き
方
に
誇
り
を
持
続
し
つ
つ
、
筑
豊
の
各
炭
坑
に
や
っ
て
き
た
と
考

え
る
。

　
（
表
２
）
は
『
日
本
炭
礦
誌（

註
三
）』

に
記
載
し
て
い
る
二
瀬
炭
山
（
高
雄
第
一
坑
・
高
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府県別� （単位：人）
九州地区 中国地区 四国地区 北陸・近畿地区 東海地区 関東以北

大分県 203 山口県 28 愛媛県 167 京都府 2 三重県 1 東京 3
長崎県 39 鳥取県 4 香川県 78 滋賀県 1 岐阜県 1 栃木県 1
鹿児島県 18 島根県 59 高知県 7 和歌山県 2 静岡県 2 宮城県 2
佐賀県 119 広島県 201 徳島県 20 兵庫県 9 福島県 2
宮崎県 15 岡山県 20 奈良県 1
熊本県 136 大阪府 1

石川県 3
富山県 5

福岡県 1526（うち、自宅通勤者454人）
合計 2676（明治40年６月現在）

※自宅通勤者以外は炭坑住宅居住者
※府県別人数は高雄第一坑・同第二坑・潤野坑の合計人数

福岡県在籍者（1526人）の郡市別　　　　　 　（単位：人）
北九州地区 筑豊地区 福岡地区 筑後地区

小倉 5 嘉穂 305 福岡 18 三潴 21
企救 10 遠賀 16 糸島 12 三井 40
京築地区 鞍手 66 早良 138 浮羽 25
京都 15 田川 16 久留米 21
築上 36 朝倉 138 三池 10

筑紫 80 山門 17
糟屋 23 八女 27
宗像 33

自宅通勤（嘉穂郡在住） 454

表２　二瀬炭山の坑夫原籍地方別人数（註三文献より）

１年未満 1588人
２年未満 522人
３年未満 213人
４年未満 188人
５年未満 164人
６年未満 131人
７年未満 99人
８年未満 89人

（延べ人数2994人）

表３　二瀬炭山の坑夫勤続年数
　　　（明治40年６月調、註（三）文献より）
※明治32年創設以降８ヵ年間の結果



前
の
戦
争
中
ま
で
存
続
し
て
い
た
鉱
夫
の
ク
ラ
フ
ト
・
ギ
ル
ド
的
な
同
職
組
合
だ
っ

た
」
と
述
べ
て
い
る

（
註
四
）。

　

明
治
後
期
に
入
る
と
、友
子
制
度
は
鉱
山
業
の
発
達
を
反
映
し
て
非
常
に
充
実
し
、

友
子
間
の
連
絡
も
一
定
の
地
域
内
で
は
激
し
く
な
っ
て
く
る
。
そ
う
し
た
友
子
間
の

連
絡
が
友
子
間
の
同
盟
と
い
う
表
現
を
生
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
友
子
資
料

で
は
、
し
き
り
に
同
盟
と
い
う
用
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
筑
豊
関
係
の

友
子
資
料
で
も
、「
同
盟
」
が
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

一
人
前
の
坑
夫
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
各
鉱
山
の
技
術
と
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ

た
熟
練
の
指
導
者
に
弟
子
入
り
し
て
、
親
職
（
親
分
）
と
子
職
（
子
分
）
の
師
弟
関

係
を
結
び
、
擬
制
的
親
子
関
係
と
な
り
、
あ
る
期
間
厳
し
い
修
業
を
積
む
。
こ
の
鉱

夫
の
ク
ラ
フ
ト
・
ギ
ル
ド
的
な
側
面
に
つ
い
て
は
、「
…
こ
れ
ら
の
組
織
は
今
ひ
と

つ
ヤ
マ
の
生
産
技
術
に
か
か
わ
る
重
要
な
側
面
を
も
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
友
子

の
多
い
地
域
で
は
、
少
年
が
炭
鉱
で
働
け
る
年
令
に
な
る
と
、
ま
ず
、
友
子
に
入
る

た
め
の
厳
格
な
技
術
の
修
練
期
間
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
三

年
三
月
十
日
と
い
う
見
習
期
間
を
経
て
は
じ
め
て
兄
分
を
持
ち
、
さ
ら
に
、
あ
と
三

年
三
月
十
日
の
修
業
を
つ
ま
な
け
れ
ば
、
一
人
前
の
鉱
夫
と
し
て
友
子
同
盟
に
加
入

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
修
業
期
間
中
は
「
新
大
工
」
と
か
「
掘
子
」

な
ど
と
呼
ば
れ
て
、鉱
夫
と
は
呼
ば
れ
な
か
っ
た
。
友
子
同
盟
で
の
「
鉱
夫
（
坑
夫
）」

は
き
わ
め
て
格
式
の
あ
る
呼
称
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

見
習
期
間
中
の
掘
子
に
対
す
る
親
分
の
指
導
は
き
わ
め
て
き
び
し
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
修
業
の
内
容
は
、現
場
の
切
り
羽
で
使
用
す
る
「
せ
っ
と
う
」「
た
が
ね
」「
両

づ
る
」
な
ど
諸
道
具
の
使
い
方
、
支
柱
に
関
す
る
技
術
、
炭
層
の
み
わ
け
方
、
現
場

の
と
り
つ
け
方
な
ど
一
人
前
の
鉱
夫
に
な
る
た
め
、
知
識
や
技
術
が
徹
底
的
に
た
た

き
こ
ま
れ
た
の
で
あ
る

（
註
五
）」。

る
方
策
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
後
述
す
る
「
友
子
取
立
」
の

項
で
も
触
れ
る
が
、
筑
豊
の
炭
坑
夫
が
個
々
人
と
し
て
激
し
い
移
動
を
繰
り
返
し
て

い
る
だ
け
で
あ
れ
ば
、
筑
豊
地
域
で
の
「
友
子
」
の
養
成
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
筑
豊
の
炭
坑
内
で
「
友
子
」
取
立
が
現
実
に
可
能
で
あ
っ
た
事
例
は
、
後
述

す
る
資
料
の
「
筑
前
満
之
浦
本
坑
交
際
所
加
藤
飯
場
昇
進
取
立
状
」（
明
治
四
二
年
、

直
方
市
石
炭
記
念
館
所
蔵
）、「
方
城
炭
坑
坑
夫
交
際
所
伊
藤
飯
場
坑
夫
昇
進
免
状（
以

下
、「
昇
進
免
状
表
」）」（
大
正
五
年
、
田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
所
蔵
）
等
で
確

認
で
き
る
。

　

そ
こ
で
、
仮
説
と
し
て
、「
激
し
い
移
動
の
中
に
あ
っ
て
も
、
親
分
と
子
分
の
関

係
を
保
持
し
た
ま
ま
、
一
緒
に
移
動
し
て
い
く
事
例
が
あ
っ
た
と
想
定
す
る
。

　
（
表
２
）・（
表
３
）
で
例
示
し
た
二
瀬
炭
山
の
事
例
の
よ
う
に
、「
友
子
」
は
大
量

の
炭
坑
労
働
者
の
中
に
あ
っ
て
は
、
人
数
的
に
は
そ
の
一
部
し
か
あ
た
ら
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
石
炭
採
掘
現
場
の
最
先
端
で
、
採
掘
技
術
、
鍛
冶
・
大
工
技
術
を
駆

使
し
て
石
炭
採
掘
に
貢
献
し
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
「
友
子
」
と
い
う
後
継
者
（
弟

子
）
の
育
成
を
目
指
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

第
二
章　
「
友
子
」
概
論

一　

友
子
が
内
包
す
る
諸
要
素
に
つ
い
て

　

後
述
の
「
昇
進
免
状
表
」
中
の
記
述
に
も
あ
る
家
康
に
ま
つ
わ
る
伝
承
の
当
否
は

別
に
し
て
も
、「
友
子
」
制
度
は
江
戸
時
代
に
形
成
さ
れ
て
、
明
治
時
代
を
越
え
て
、

北
海
道
で
は
昭
和
の
太
平
洋
戦
争
中
ま
で
存
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

村
串
仁
三
郎
氏
は
「
友
子
は
、
大
工
や
石
工
な
ど
の
職
人
た
ち
が
も
っ
て
い
た
仲

間
組
織
・
同
職
組
合
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
徳
川
時
代
に
形
成
さ
れ
て
、
つ
い
こ
の
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や
寄
付
帳
の
交
付
を
受
け
て
全
国
の
箱
元
を
遍
歴
し
、
寄
付
（
援
助
金
）
を
求
め
て

き
た
労
働
能
力
喪
失
等
の
友
子
に
対
し
て
、
各
飯
場
ご
と
の
内
規
に
よ
り
一
定
の
寄

付
金
を
渡
し
、
時
に
は
併
せ
て
個
人
有
志
の
支
援
金
も
集
め
る
よ
う
に
世
話
を
し
て

い
る
。

二　

友
子
同
盟
（
旧
慣
に
よ
る
坑
夫
の
共
済
団
体
）
に
関
す
る
調
査

（
註
七
）。（

原
文
は
カ

タ
カ
ナ
記
述
で
あ
る
が
、
ひ
ら
が
な
転
換
と
句
読
点
は
筆
者
）

　

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
政
府
（
農
商
務
省
鉱
山
局
）
は
、
初
め
て
友
子
の
全

国
調
査
を
し
た
。

　
「
序
言　

本
調
査
は
徳
川
時
代
以
来
の
遺
風
と
し
て
我
国
鉱
夫
間
に
行
は
る
る
一

種
の
共
済
組
織
に
関
す
る
も
の
に
し
て
昨
年
（
大
正
八
年
）
初
、
各
鉱
山
に
照
会
し

其
の
報
告
を
本
省
に
於
て
取
り
纏
め
た
る
も
の
な
り
。
我
国
に
於
て
は
現
在
全
く
此

種
の
調
査
を
欠
如
せ
る
を
以
て
参
考
の
為
上
梓
せ
り
。」

　

こ
の
「
序
言
」
に
続
い
て
「
要
領
」「
概
念
」「
沿
革
」「
友
子
同
盟
の
組
織
」「
友

子
同
盟
の
作
用
」「
本
制
度
の
利
弊
」
な
ど
友
子
の
全
体
像
が
分
か
る
内
容
を
詳
細

に
報
告
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
調
査
報
告
中
「
要
領
の
四
」
に
「
右
の
慣
習
は
主
と
し
て
金
属
山

及
硫
黄
山
の
採
鉱
夫
支
柱
夫
間
に
行
は
る
れ
ど
も
…
福
岡
鉱
務
署
管
内
の
石
炭
山
及

全
国
の
石
油
山
に
は
全
く
行
は
る
る
こ
と
な
し
」
と
あ
り
、
ま
た
「
第
一
章　

概
念
」

の
と
こ
ろ
で
「
右
習
慣
の
行
は
る
る
鉱
山
の
範
囲
は
全
国
の
金
属
山
…
北
海
道
常
磐

地
方
の
石
炭
礦
の
一
部
に
し
て
石
油
山
九
州
及
山
口
県
の
石
炭
礦
に
は
行
は
る
る
事

な
し
」
と
記
述
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
時
の
政
府
調
査
で
は
、
九
州
と
山
口
県
の

炭
鉱
に
は
友
子
は
組
織
も
構
成
員
個
人
も
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、「
行

は
る
る
事
な
し
」
と
断
定
さ
れ
て
い
る
。（
傍
線
は
筆
者
。
以
下
同
様
）

　

福
岡
鉱
務
署
の
調
査
に
対
す
る
回
答
で「
慣
習
と
し
て
友
子
が
行
わ
れ
て
い
な
い
」

　

修
業
に
耐
え
た
子
職
は
他
山
の
友
子
関
係
者
た
ち
の
承
認
と
立
会
の
中
、
一
人
前

の
坑
夫
に
認
め
ら
れ
る
儀
式
（
取
立
式
）
を
経
て
、
伝
統
的
な
形
式
の
免
状
（
証
明

書
）
を
も
ら
う
。
な
お
、
こ
こ
で
の
坑
夫
と
は
、
鉱
山
で
最
も
専
門
性
を
要
求
さ
れ

る
坑
内
坑
夫
（
採
鉱
夫
・
支
柱
夫
な
ど
）
を
対
象
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
採
掘

現
場
で
は
、
職
能
遂
行
上
必
然
的
に
大
工
や
鍛
冶
の
仕
事
も
駆
使
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る

（
註
六
）。

　

坑
夫
取
立
（
昇
任
）
式
で
友
子
に
な
る
と
、
さ
ら
に
同
所
を
故
郷
と
し
て
勤
勉
に

働
く
か
、
ま
た
は
そ
の
取
立
状
を
携
帯
し
他
所
の
友
子
の
い
る
鉱
山
に
行
っ
て
も
受

け
入
れ
ら
れ
、
一
宿
一
飯
の
待
遇
と
附
合
料
と
称
さ
れ
る
食
費
補
助
金
の
寄
付
や
仕

事
の
紹
介
な
ど
を
し
て
も
ら
え
た
。

　

各
鉱
山
の
友
子
は
交
際
の
事
務
所
と
し
て
友
子
交
際
所
（
箱
元
）
を
特
定
の
飯
場

に
設
置
し
、
選
ば
れ
た
役
員
が
交
替
で
詰
め
て
、
友
子
交
際
に
必
要
な
会
費
徴
収
、

運
営
、
取
り
決
め
た
共
済
規
定
の
執
行
等
を
す
る
。
友
子
は
所
属
飯
場
ご
と
に
決
め

ら
れ
た
会
費
を
箱
元
に
収
め
て
権
利
を
得
る
。
し
た
が
っ
て
、
他
所
か
ら
鉱
山
に
登

山
（
登
飯
）
し
た
友
子
は
、
様
々
な
支
援
な
ど
を
求
め
て
、
友
子
交
際
所
（
箱
元
）

を
訪
問
す
る
。

　

後
述
す
る
和
田
梅
吉
が
奉
願
帳
を
持
参
し
て
、
日
本
を
半
周
す
る
ほ
ど
の
広
範
囲

の
飯
場
訪
問
が
可
能
と
な
り
実
行
出
来
た
の
は
、
各
地
の
鉱
山
に
友
子
が
存
在
し
、

友
子
の
飯
場
が
存
在
す
る
情
報
が
、
移
動
激
し
い
坑
夫
間
の
口
こ
み
な
ど
、
何
ら
か

の
手
段
に
よ
り
流
布
・
伝
達
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

友
子
の
組
織
は
一
種
の
自
治
的
共
済
組
合
で
あ
る
。
こ
れ
を
友
子
交
際
と
言
う
。

友
子
交
際
の
方
法
は
、「
山
中
交
際
」
と
「
箱
元
交
際
」
の
二
つ
が
あ
る
。
山
中
交

際
と
は
、
一
鉱
山
ま
た
は
一
飯
場
内
の
共
済
で
、
友
子
と
そ
の
家
族
の
病
気
見
舞
い
、

死
亡
弔
慰
金
の
給
付
等
を
す
る
。
箱
元
交
際
は
、
箱
元
間
の
交
際
で
あ
る
。
奉
願
帳
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こ
れ
を
「
Ｂ
コ
ピ
ー
」
と
し
て
活

用
す
る
。

　

Ａ
コ
ピ
ー
は
、
二
冊
の
原
資
料

全
部
を
Ｂ
４
サ
イ
ズ
で
コ
ピ
ー
し

た
た
め
に
、（
写
真
１
）
の
右
の

分
が
、
上
下
の
い
ず
れ
か
、
ま
た

は
両
方
と
も
に
内
容
の
一
部
が
コ

ピ
ー
か
ら
欠
落
し
て
い
る
。
し
か

し
、
頁
の
継
ぎ
目
等
の
コ
ピ
ー
部

分
の
内
容
は
き
ち
ん
と
確
認
で
き

見
や
す
い
。

　

Ｂ
コ
ピ
ー
は
、（
写
真
１
）
の

右
の
分
は
、
一
頁
ず
つ
Ｂ
４
サ
イ

ズ
用
紙
で
コ
ピ
ー
し
て
い
る
た
め
、
頁
全
体
が
収
録
さ
れ
、
原
文
の
上
下
と
も
内
容

が
完
全
に
収
録
さ
れ
た
コ
ピ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
頁
の
継
ぎ
目
な
ど
一
部

に
重
な
り
が
見
ら
れ
る
部
分
が
あ
り
、内
容
の
一
部
が
確
認
し
え
な
い
部
分
も
あ
る
。

ま
た
、（
写
真
１
）
の
左
の
分
は
Ａ
コ
ピ
ー
・
Ｂ
コ
ピ
ー
と
も
に
二
頁
ず
つ
Ｂ
４
サ

イ
ズ
用
紙
で
同
様
に
コ
ピ
ー
し
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
今
回
の
検
討
で
は
、
Ｂ
コ
ピ
ー
に
よ
っ
て
Ａ
コ
ピ
ー
で
欠
落
し
た
二

頁
分
の
内
容
（
梅
吉
が
最
初
に
筑
豊
を
廻
っ
た
時
の
平
山
炭
坑
の
部
分
）
を
補
う
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
今
回
は
両
コ
ピ
ー
を
比
較
し
つ
つ
、
分
析
を
進
め
た
。

二　

梅
吉
の
巡
回
に
つ
い
て

　

梅
吉
は
友
子
仲
間
の
支
援
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
奉
願
帳
を
持
参
し
、
寄
付
を
求
め

て
明
治
三
十
八
年
十
一
月
十
三
日
か
ら
、
約
二
年
四
ヵ
月
を
か
け
た
日
本
半
周
の
旅

と
は
、
こ
の
調
査
時
点
で
は
既
に
消
滅
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
調
査
報
告
に
友

子
の
存
在
が
見
落
と
さ
れ
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、
判
断
が
で
き
な
い
。

第
三
章　
「
和
田
梅
吉
奉
願
帳
」（
以
下
「
梅
吉
資
料
」
と
表
記
）

一　
「
梅
吉
資
料
」
の
概
要
と
所
伝

　
「
梅
吉
資
料
」
は
、
飯
塚
市
伊
岐
須
の
安
楽
寺
に
旧
蔵
さ
れ
て
い
た

（
註
八
）。

現
在
そ
の

原
資
料
は
所
在
不
明
で
あ
る
。

　

田
川
市
在
住
の
作
家
林
え
い
だ
い
氏
が
、
か
つ
て
別
件
の
資
料
調
査
の
た
め
に
安

楽
寺
を
訪
問
。
そ
の
時
「
梅
吉
資
料
」
を
拝
借
し
、
原
資
料
か
ら
の
コ
ピ
ー
を
一
部

だ
け
作
成
し
て
同
寺
に
返
却
し
た
。
こ
の
時
の
コ
ピ
ー
は
、
後
日
、
林
氏
か
ら
筑
豊

石
炭
史
研
究
家
の
永
末
十
四
雄
氏
に
提
供
さ
れ
、
永
末
氏
は
同
コ
ピ
ー
を
村
串
仁
三

郎
氏
へ
寄
贈
し
た
。
そ
の
際
に
、
永
末
氏
に
よ
り
控
え
の
コ
ピ
ー
が
作
成
さ
れ
て
い

た
。
永
末
氏
の
逝
去
後
、
そ
の
ご
家
族
か
ら
田
川
市
立
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
書
籍

類
の
中
に
、
こ
の
コ
ピ
ー
が
保
管
さ
れ
て
い
た
。
前
回
、
筆
者
が
「
梅
吉
資
料
」
を

検
討
し
た
報
告（

註
九
）は

、
こ
の
保
管
コ
ピ
ー
資
料
に
依
拠
し
た
。
こ
れ
を
「
Ａ
コ
ピ
ー
」

と
す
る
。

　

そ
の
コ
ピ
ー
の
際
、
林
氏
が
表
紙
の
写
真
を
撮
影
し
た
の
が
（
写
真
１
）・（
写
真

２
）
で
あ
る
。（
写
真
１
）
を
見
る
と
、「
梅
吉
資
料
」
は
二
分
冊
に
な
っ
て
い
る
。

見
る
と
写
真
右
の
資
料
と
左
の
資
料
で
は
、
用
紙
の
縦
の
サ
イ
ズ
が
異
な
り
、
右
の

方
が
長
い
。

　

前
回
の
報
告
文
脱
稿
後
、
九
州
大
学
記
録
資
料
館
収
蔵
資
料
中
に
、
故
宮
崎
太
郎

氏
の
資
料
が
寄
贈
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に
宮
崎
氏
が
生
前
原
資
料
よ
り
コ
ピ
ー
し

て
い
た
「
梅
吉
資
料
」
が
三
分
冊
で
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
今
回
は
、
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に
出
た
。（
表
４
）
の
巡
回
旅
程

が
そ
の
概
要
で
あ
る
。

　

巡
回
中
は
（
写
真
２
）
の
内
容

記
載
例
の
よ
う
に
、
奉
願
帳
を
示

し
て
寄
付
を
了
解
し
た
訪
問
先
で

記
帳
を
受
け
、
受
領
し
た
金
額
の

上
に
は
必
ず
「
受
取
」
の
印
を
押

し
て
い
る
。
対
し
て
、
記
帳
後
に

寄
付
が
受
け
取
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
墨
で
消
去
す
る
形
を
と
る
場

合
も
あ
る
。

　

各
地
の
記
帳
の
仕
方
は
、
一
頁

の
中
に
複
数
内
容
の
記
帳
も
あ
る

が
、
一
人
で
一
件
一
頁
使
用
と
い
う
記
載
も
あ
る
た
め
、
枚
数
が
費
消
さ
れ
て
不
足

し
て
く
る
。
そ
こ
で
友
子
の
規
則
に
則
り
、「
綴
添
（
つ
づ
り
ぞ
え
）」
が
行
わ
れ
た
。

一
回
目
の
綴
添
は
以
下
の
状
況
で
あ
る
。

「
右
者
、
今
般
奉
願
帳
持
和
田
梅
吉
ナ
ル
モ
ノ
、
本
帳
残
数
欠
乏
ニ
付
綴
添
エ
之

儀
願
出
候
ニ
付
、
当
飯
場
一
同
協
議
之
上
紙
数
三
拾
枚
綴
添
エ
候
間
、
何
國
諸
鑛

山
ヘ
罷
出
候
節
ハ
御
記
帳
ア
ラ
ン
事
奉
願
候
也

愛
媛
県
宇
摩
郡
別
子
鑛
山
新
壱
号
飯
場

　

明
治
三
十
九
年
五
月
六
日

帝
国
諸
鑛
山
同
盟　

御
中
」

　

綴
添
し
た
三
〇
枚
の
紙
全
部
の
頁
の
継
目
に
は
右
の
角
印
を
割
印
し
て
、
正
式
の

物
で
あ
る
証
明
と
し
た
。
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別
子
鑛
山

新
壱
号

飯
場
之
印

表４　和田梅吉の巡回旅程

巡回期間 飯場等の数 寄付合計 備考
奉願帳の発行 明治38年10月23日～ ３炭坑飯場・有志 68円80銭
筑豊の炭坑等 同11月13日～39年１月19日 20炭坑飯場と１鉱山飯場 35円65銭 夏吉鑛山
福岡県内炭坑

（糟屋・三池） 39年２月７日～２月中旬 ５炭坑飯場 ３円35銭 三池郡四ツ山坑

九州の鉱山
（熊本・宮崎） ２月18日～３月５日 13飯場（内熊本２） ４円50銭 槙峯５・日平５飯場・金一封２人

四国（愛媛） ３月９日～５月９日 36飯場 21円70銭 別子銅山７飯場・同新一号飯場綴添30枚
　　（徳島） ５月12日～５月23日 12飯場 ２円85銭
近畿（和歌山・奈良）５月30日～７月４日 22飯場 ４円25銭
北陸（福井・石川） ７月27日～８月24日 23飯場 ６円55銭 19飯場の寄付金附合料共

甲信（岐阜・長野） ８月26日～９月21日 16飯場 ６円30銭 12飯場の寄付金附合料共
８月29日岐阜県三谷鑛山綴添30枚

関東（群馬・栃木） ９月24日～10月９日 28飯場・２箱元・１坑
夫交際取扱所 28円73銭（足尾鑛山は別途表示）

東海
（山梨・静岡・愛知） 10月29日～11月20日 12飯場・賛同商店一同 13円10銭

山梨水力電気工事７・10月五号隧道
東口竹下仲吉飯場綴添96枚・静岡１・
愛知２

近畿（兵庫・京都） 明治40年３月10日～５月14日 45飯場 17円40銭 11月21日～３月９日空白・生野銀山７

中国
（岡山・広島・島根・
山口）

５月17日～11月12日
岡山42飯場・広島13
・島根15 38円61銭

８月１日～30日（空白・体調異変カ）
岡山９円90銭・広島島根８円58銭
山口20円13銭・山口県金一封２人
10月25日山口県岡田鑛山綴添48枚

山口23飯場・坑夫浪人
付合１

福岡県企救郡
（現小倉南区） 11月13日～11月17日 ５鑛山飯場 １円53銭 含む採銅所古宮銅山
筑豊

（田川郡・嘉穂郡） ～明治41年2月25日 田川郡７炭坑・嘉穂郡
９炭坑飯場 25円35銭 古河金一封１人

（※筑豊の炭坑は別表）
総　合　計　金　額 278円87銭 内個人686人・１グループ

（奉願帳作成時の立会人等25人は除く）



趣
意
」
に
よ
り
状
況
を
説
明
す
る
。

　
「
和
田
梅
吉
は
、奈
良
県
吉
野
郡
出
身
、明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
二
月
一
日
、

島
根
県
鹿
足
郡
ア
セ
リ
鉱
山
に
お
い
て
同
盟
坑
夫
に
昇
進
、
諸
国
で
労
働
し
…
明
治

三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
十
月
十
一
日
、
田
川
郡
大
任
炭
坑
で
採
炭
中
、
炭
塊
墜
落
、

脊
柱
の
脱
臼
及
び
小
腿
骨
下
端
の
骨
折
、
治
療
し
た
が
全
治
せ
ず
（
大
任
炭
坑
医
師

の
診
断
書
）」、
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
十
月
十
二
日
の
製
鉄
所
二
瀬
出
張
所

嘱
託
医
の
診
断
書
で
は
、「
以
後
、
時
々
膀
胱
カ
タ
ル
を
お
こ
し
、
明
治
三
十
八
年

七
月
五
日
尿
痢
困
難
と
な
り
、
手
術
。
本
患
者
は
、
脊
椎
の
脱
臼
に
よ
り
膀
胱
麻
痺

を
来
た
し
、
労
働
に
よ
り
必
然
膀
胱
カ
タ
ル
を
継
発
す
る
傾
向
を
有
し
、
終
生
労
働

即
ち
身
体
的
職
業
に
従
事
し
難
く
、
本
患
者
の
疾
病
は
将
来
治
療
の
見
込
み
な
し
」

と
診
断
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
頃
の
本
人
は
高
雄
二
坑
の
友
子
仲
間
に
参
加
し
て
い
る
。「
救
助
趣
意
」
の

冒
頭
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
梅
吉
の
職
親
・
職
兄
・
梅
吉
本
人
の
三
名
が
氏
名
を
連

記
し
、
続
い
て
趣
意
書
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

　

「
救
助
趣
意

　
　

廣
島
縣
安
藝
國
住
人

　
　
　

職
親　

國
原
松
太
郎

　
　

山
口
縣
長
門
國
住
人

　
　
　

職
兄　

中
村
◎
吉

　
　

奈
良
縣
吉
野
郡
下
市
町
百
拾
弐
番
地

　
　
　

子
分　

和
田
梅
吉

　
　
　
　

当
三
拾
才
」

　

以
下
に
は
、
上
記
「
奉
願
帳
作
成
の
い
き
さ
つ
」
の
よ
う
な
経
過
説
明
が
続
い
て

い
る
。
そ
の
救
助
趣
意
文
は
「
…
登
山
致
シ
候
共
多
少
ニ
係
ラ
ズ
應
分
ノ
御
救
助
ア

　

二
回
目
は
、
明
治
三
十
九
年
八
月
二
十
九
日
、
岐
阜
県
大
野
郡
荘
川
村
の
三
谷
鑛

山
坑
夫
一
同
（
飛
騨
國
三
谷
鑛
山
坑
夫
當
番
印
・
割
印
）
で
同
三
〇
枚
。
三
回
目
は
、

明
治
三
十
九
年
十
月
、
山
梨
縣
南
都
留
郡
禾
生
村
字
田
之
倉　

水
力
電
気
第
五
號
隧

道
東
口　

竹
下
飯
場
坑
夫
一
同　

竹
下
仲
吉
代
印
（
竹
下
仲
吉
飯
場
印
・
割
印
）
で

同
九
六
枚
。
最
後
の
四
回
目
は
、
明
治
四
十
年
十
月
二
十
五
日
、
山
口
県
佐
波
郡
八

坂
村
大
字
三
谷　

岡
田
鑛
山
坑
夫
一
同
（
一
統
ノ
印
無
之
ニ
付
キ
松
原
芳
太
郎
代

印
）
で
同
四
八
枚
。

　

以
上
都
合
四
回
二
〇
四
枚
も
の
綴
添
が
行
わ
れ
た
。
当
初
の
六
五
枚
を
合
わ
せ
る

と
合
計
二
六
九
枚
と
な
り
、
二
つ
折
り
で
五
三
八
頁
の
大
部
と
な
り
、
持
ち
回
り
中

に
つ
い
に
破
損
し
て
、別
綴
（
二
冊
目
）
に
分
冊
す
る
事
態
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
（
写
真
１
）
の
左
側
の
表
紙
は
「
明
治
四
拾
一
年　

奉
願
帳　

第
壱
月
廿
壱
日　

和
田
梅
吉
」
と
あ
る
が
、
表
紙
を
開
い
た
次
の
頁
に
は
、

「
証
明
書　

一　

今
般
次
（
マ
マ
）
奉
願
帳
上
紙
破
損
居
リ
候
ニ
付
、
テ
イ
セ
イ
致

置
候
事　

明
治
四
十
一
年
第
壱
月
二
十
一
日　

嘉
穂
郡
熊
田
村
字
下
山
田　

古
河
炭

坑　

鑛
夫
飯
場
（
角
印
）」
と
い
う
二
冊
に
分
冊
し
た
証
明
書
が
つ
い
て
い
る
。

　

こ
の
証
明
書
に
続
く
記
載
内
容
は
、
前
記
の
岡
田
鑛
山
の
四
回
目
の
綴
添
証
明
書

が
綴
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
巡
回
の
終
末
時
期
に
近
く
な
っ
て
、
別
綴
の

必
要
が
生
じ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
梅
吉
資
料
は
、
奉
願
帳
の
内
容
が
欠
損
す
る
こ
と
な
く
、
全
内
容
が
残
存
し

て
い
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
以
下
、
主
と
し
て
筑
豊
の
炭
坑
を
中
心
と

し
た
内
容
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
。

三　

奉
願
帳
作
成
の
い
き
さ
つ

　
「
梅
吉
資
料
」
は
、「
表
紙
」（
写
真
１
右
）
の
直
後
、
二
通
の
「
医
師
の
診
断
書
」

が
あ
り
、
続
い
て
「
救
助
趣
意
」
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
診
断
書
」
と
「
救
助
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記
録
で
あ
る
。
梅
吉
が
訪
問
し
た
最
も
遠
い
所
は
、
栃
木
県
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
有

名
な
足
尾
銅
山
が
あ
っ
た
。
足
尾
銅
山
は
梅
吉
が
訪
問
し
た
鉱
山
の
中
で
も
、
当
時

最
も
友
子
の
組
織
的
支
援
体
制
が
整
っ
て
い
た
鉱
山
と
み
な
さ
れ
る
の
で
、
別
表
に

ま
と
め
た
。

　

こ
の
間
全
体
で
は
、
奉
願
帳
作
成
時
の
二
五
人
を
含
め
て
七
一
一
人
と
一
グ
ル
ー

プ
の
個
人
か
ら
の
寄
付
を
別
に
受
け
、
団
体
と
個
人
合
計
の
金
額
は
二
七
八
円
八
七

銭
に
の
ぼ
る
。
な
お
、「
受
取
」
印
を
押
し
た
「
金
一
封
」
が
全
体
で
五
人
お
り
、

金
額
が
不
明
で
あ
る
が
、
個
人
寄
付
者
の
人
数
に
は
加
え
て
い
る
。
ま
た
、
上
記
一

グ
ル
ー
プ
と
は
、
山
梨
県
南
都
留
郡
禾
生
村
字
田
野
倉
で
尾
藤
飯
場
友
子
一
同
（
角

印
・
尾
藤
坑
夫
飯
場
友
子
一
統
之
印
）
二
〇
銭
（
附
合
料
共
）
の
頁
に
美
濃
と
越
中

出
身
の
二
人
の
個
人
寄
付
者
が
お
り
、
そ
の
後
に
続
け
て
田
野
倉　

鳥
山
飯
場
一
同

十
銭
の
寄
付
が
記
入
さ
れ
て
い
て
、
記
載
の
状
況
か
ら
独
立
し
た
飯
場
の
一
つ
と
し

て
数
え
ず
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
個
人
寄
付
扱
い
で
処
理
し
た
。
ま
た
、
別
に
一
カ
所
、

関
連
業
者
が
寄
付
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
団
体
寄
付
に
数
え
た
。

　

さ
ら
に
、
明
治
四
十
年
十
月
十
七
日
、
梅
吉
は
山
口
県
佐
波
郡
八
坂
村
三
谷
浴
野

字
野
々
井
で
、
渡
辺
栄
士
方
に
宿
を
と
っ
て
い
る
坑
夫
浪
人
九
人
か
ら
四
五
銭
の
寄

付
を
受
け
た
。
こ
の
九
人
は
個
人
寄
付
者
と
し
て
数
え
た
が
、
箱
元
交
際
の
ケ
ー
ス

で
は
な
く
、
坑
夫
浪
人
が
集
団
で
い
て
、
梅
吉
援
助
に
賛
同
し
て
寄
付
を
寄
せ
た
坑

夫
浪
人
た
ち
で
あ
る

（
註
一
〇
）。

　

②
ま
た
、
上
記
巡
回
期
間
の
内
、
奉
願
帳
を
持
参
し
た
梅
吉
を
受
け
入
れ
た
筑
豊

の
炭
坑
飯
場
は
、
友
子
の
交
際
所
と
比
定
さ
れ
る
飯
場
で
あ
る
（
表
５
）。（
表
５
）

の
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
梅
吉
に
奉
願
帳
を
発
行
し
た
炭
坑
飯
場
と
関
係
者
で
あ
る
。
梅

吉
の
所
属
し
た
高
雄
第
二
坑
飯
場
一
統
は
金
一
五
円
、
隣
山
立
会
の
発
起
坑
忠
隈
炭

坑
飯
場
一
統
は
金
五
円
、
同
じ
く
潤
野
炭
坑
飯
場
一
統
は
金
四
円
と
い
ず
れ
も
多
額

ラ
ン
事
ヲ
伏
シ
テ
奉
願
候
也　

明
治
三
十
八
年
十
月
二
十
三
日
」
で
終
わ
る
。

　

続
い
て
、（
住
友
経
営
）
忠
隈
炭
坑
立
會
人
（
三
人
の
氏
名
）、（
製
鉄
経
営
）
潤

野
炭
坑
立
會
人
（
三
人
）、
當
飯
場
立
會
人
（
七
人
）、
世
話
人
（
二
人
）、
止
め
に

「
福
岡
縣
嘉
穂
郡
二
瀬
村
字
伊
岐
須
高
雄
第
貳
坑　

交
際
坑
夫
飯
場
壱
統
」
と
発
起

飯
場
名
を
記
す
。
続
い
て
、
三
つ
の
飯
場
壱
統
の
寄
付
金
額
、
立
会
人
の
寄
付
金

額
、
世
話
人
の
寄
付
金
額
、
個
人
有
志
（
計
二
五
人
）
の
金
額
と
続
い
て
お
り
、「
救

助
趣
意
」
用
紙
を
完
結
し
て
い
る
。
救
助
趣
意
書
に
続
い
て
寄
付
金
を
記
入
し
て
も

ら
う
奉
願
帳
の
用
紙
を
綴
じ
合
わ
せ
、
頁
の
継
目
に
は
「
伊
岐
須
礦
・
坑
夫
飯
場
・

一
同
之
印
」
と
い
う
四
角
の
割
印
を
押
し
た
奉
願
帳
を
作
成
し
た
。
こ
れ
を
梅
吉
本

人
に
渡
し
た
（
割
印
は
、
贋
作
防
止
、
訪
問
先
で
の
信
用
を
得
る
た
め
の
処
置
で
あ

る
。
後
日
の
四
回
の
綴
添
の
時
も
発
行
し
た
場
所
を
示
す
割
印
を
し
た
こ
と
は
前
述

し
た
）。

　

こ
の
発
起
し
た
三
飯
場
と
二
五
人
の
立
会
人
・
世
話
人
・
有
志
だ
け
で
合
計
六
八

円
八
〇
銭
を
寄
付
し
て
い
る
。
こ
の
金
額
は
、
梅
吉
が
死
去
す
る
ま
で
に
集
め
た
寄

付
金
総
合
計
二
七
八
円
八
七
銭
の
約
二
四
・
七
％
に
も
の
ぼ
る
。

　

ち
な
み
に
、
梅
吉
が
所
属
し
て
い
た
明
治
四
十
年
、
四
十
一
年
当
時
の
二
瀬
炭
山

の
鉱
夫
賃
金
の
最
高
・
最
低
の
平
均
賃
金
は
、
一
日
で
、
採
炭
坑
夫
七
九
銭
、
木
工

六
五
銭
、
坑
内
大
工
六
一
銭
、
鍛
工
六
〇
銭
、
仕
繰
坑
夫
五
五
銭
で
あ
っ
た
。
こ
の

平
均
は
六
四
銭
。
就
労
中
の
梅
吉
の
坑
内
職
種
を
こ
の
平
均
金
額
の
六
四
銭
と
み
な

し
て
、
二
七
八
円
八
七
銭
は
四
三
五
・
七
日
分
に
相
当
す
る
。

四　

梅
吉
の
巡
回
旅
程
に
つ
い
て

　

①
（
表
４
）
は
、
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
十
月
二
十
三
日
の
奉
願
帳
作
成

よ
り
、明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
二
月
二
十
五
日
（
梅
吉
死
去
の
日
）
ま
で
の
間
、

梅
吉
が
巡
回
し
た
各
炭
坑
・
鉱
山
の
訪
問
先
、
行
程
、
支
援
寄
付
内
容
を
統
計
し
た
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表５　「和田梅吉奉願帳」に見る筑豊地区炭坑寄付内容
○Ａグループ：奉願帳発行関係

炭　坑　名 飯場一同・坑夫一統 個　人（金額・人数） 所　在　地 月　日

高雄第二坑 15円
32円80銭 （10人）

二瀬村伊岐須 10月23日～５円 （飯場立会人７人）
３円 （世話人２人）

忠隈炭坑 ５円 ２円 （立会人３人） 穂波村忠隈 10月23日～
潤野炭坑 ４円 ２円 （立会人３人） 鎮西村 10月23日～

小　計 24円 44円80銭 （25人） 合計（ａ） 68円80銭

○Ｂグループ：奉願帳発行直後、巡回した筑豊地区の炭坑
炭　坑　名 飯場一同・坑夫一統 個　人（金額・人数） 所　在　地 月　日

忠隈炭坑 30銭 11円80銭 （42人） 明治38年11月13日
潤野炭坑 10銭 ６円35銭 （20人）
平山炭坑 10銭 ４円10銭 （９人） 碓井村
熊田炭坑 15銭 　　10銭 （１人） 熊田村字熊ヶ畑
第二赤地炭坑 10銭 　　10銭 （１人） 熊田村
上山田モモ谷坑 10銭 熊田村上山田
宮之浦炭坑 20銭 庄内村仁保 明治38年12月11日
鯰田炭坑第壱坑 20銭 １円 （１人） 笠松村大字鯰田 12月12日
目尾炭坑 15銭 　　75銭 （11人） 嘉穂郡大谷村字目尾 12月14日
明治第壱坑 20銭 頴田村 12月26日
明治第二坑 10銭 頴田村 12月27日
御徳海軍炭坑四坑 20銭 １円25銭 （６人） 鞍手郡勝野村御徳 明治39年１月
新入本坑 20銭 新入村 １月５日
新入第三坑佐々木飯場 15銭 新入村 １月６日
明治第三坑 30銭 下境村（旧日焼炭坑） １月７日
三菱方城黒川飯場 20銭 田川郡方城村 １月８日
伊田炭坑弐号飯場 15銭 １円25銭 （７人） 伊田村 １月11日
伊田坑第壱坑 20銭 　　10銭 （１人） 伊田村 １月14日
三井田川本坑伊藤飯場
（右救助候也） 15銭 １円50銭 （３人） 弓削田村 １月15日
峰地炭坑 10銭 ４円 （10人） 弓削田村 １月19日

小　計 ３円35銭 32円30銭 （112人） 合計（ｂ） 35円65銭

○Ｃグループ：諸国を回って筑豊に帰着して最後に各炭坑を回り、死去するまで
炭　坑　名 飯場一同・坑夫一統 個　人（金額・人数） 所　在　地 月　日

方城炭坑 20銭 　　90銭 （８人）
大藪新坑石飛飯場 15銭 10円40銭 （37人）
三井伊田炭礦 20銭 伊田村
三井本坑坑夫飯場 10銭 後藤寺町 明治40年12月29日
豊州炭坑第壱号飯場 15銭 　　30銭 （３人） 川崎村池尻 12月30日
豊州炭坑中本飯場 10銭 川崎村池尻 12月30日
第二峰地炭坑 15銭 添田村 12月31日
第二赤地炭坑 20銭 熊田村 明治41年１月１日
熊田炭坑所上野飯場 15銭 熊田村字熊ヶ畑 １月３日登飯
百谷炭坑 10銭 熊田村字上山田 １月４日
小谷田野炭坑山本飯場 10銭 熊田村字上山田 １月４日登飯
古川（河）炭坑 20銭 ４円80銭

１人金一封（16人） 熊田村下山田 １月５日
平山炭坑第四坑○○飯場 15銭 ２円40銭 （７人） 碓井村
豆田炭坑平田飯場 15銭 　　70銭 （６人） 桂川村 ２月19日
忠隈炭坑交際所 附合料共　　　20銭 　　35銭 （４人） 穂波村 ２月25日
潤野炭坑 20銭 ３円 （９人） ２月25日

小　計 ２円50銭 22円85銭 （90人） 合計（ｃ） 25円35銭

○Ｄグループ：（県内他地区の炭坑）
炭　坑　名 飯場一同・坑夫一統 個　人（金額・人数） 所　在　地 月　日

植木炭坑 15銭 １円30銭 （９人） 糟屋郡植木 明治39年２月8日
新原海軍採炭所 15銭 　　30銭 （５人） 須恵村字新原
大谷炭坑 10銭 　　20銭 （２人） 宇美村 ２月12日
四ツ山坑夫飯場 10銭 　　15銭 （１人） 三池郡三川村三里 ２月？日

小　計 50銭 １円95銭 （17人） 合計（ｄ） ２円45銭
Ａグループ：奉願帳発行時の関係炭坑の寄付状況　　　　　　　　　　　　68円80銭
Ｂグループ：和田梅吉が奉願帳を持参して最初に巡回した筑豊の炭坑　　　35円65銭
Ｃグループ：和田梅吉が筑豊に帰着して死去するまで最後に巡回した炭坑　25円35銭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（合計）129円80銭
Ｄグループ：Ｂの巡回に続いて、巡回した糟屋炭田炭坑、三池炭坑飯場。この後、熊本県に入った

※寄付総合計　　　　 　278円87銭＋金一封
　（うち、筑豊炭坑合計）129円80銭＋金一封（金額不明）

※総合計（ａ+ｂ+ｃ）＝ 129円80銭（＋金一封）（延べ39寄付炭坑飯場・内個人寄付227人）
※明治41年２月25日和田梅吉死去（安楽寺過去帳より）



な
寄
付
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
三
つ
の
炭
坑
の
立
会
人
・
世
話
人
一
五
人
で
都
合

一
二
円
。
加
え
て
発
行
時
に
賛
同
し
た
十
人
の
寄
付
金
三
二
円
八
〇
銭
も
多
額
で
あ

る
。
こ
の
一
〇
人
個
々
人
の
搬
出
金
で
は
五
人
が
各
四
〇
銭
、
三
人
が
各
二
〇
銭
で

合
計
二
円
六
〇
銭
と
な
り
、
後
述
の
各
飯
場
単
位
の
寄
付
金
と
比
較
し
て
も
低
い
金

額
で
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
中
で
も
（
四
区
）
藤
弥
三
郎
が
三
〇
円
と
い
う
巨
額
金
を
拠
出

し
て
い
る
。
梅
吉
の
寄
付
依
頼
の
全
旅
程
を
見
渡
し
て
も
、
団
体
（
友
子
箱
元
）
と

し
て
も
、
個
人
及
び
集
団
で
も
こ
の
金
額
に
及
ぶ
高
は
な
い
（
忠
隈
炭
坑
四
二
人
で

一
一
円
八
〇
銭
が
三
〇
円
に
続
く
二
番
目
の
金
額
で
あ
る
）。
藤
弥
三
郎
が
ど
ん
な

人
物
か
、
ま
た
何
故
極
端
な
高
額
金
を
寄
付
し
た
の
か
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
藤
の

氏
名
の
上
に
（
四
区
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
個
人
単
独
か
あ
る
集
団
を
代
表
す

る
個
人
名
か
は
判
別
で
き
な
い
。
こ
う
し
て
、
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
合
計
六
八
円
八
〇
銭

を
拠
金
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
（
表
５
）
の
Ｂ
グ
ル
ー
プ
は
、
梅
吉
が
い
よ
い
よ
奉
願
帳
を
携
え
て
寄
付
要
請
行

動
を
開
始
し
た
明
治
三
十
八
年
十
一
月
十
三
日
か
ら
翌
年
一
月
十
九
日
ま
で
の
間
、

筑
豊
の
二
〇
炭
坑
と
一
鉱
山
を
回
っ
た
事
績
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
炭
坑
の
み
を
み

る
。
飯
場
一
統
は
二
〇
炭
坑
合
計
で
三
円
三
五
銭
で
あ
る
が
、
隣
山
と
し
て
奉
願
帳

発
行
を
発
起
し
た
忠
隈
炭
坑
と
潤
野
炭
坑
の
二
坑
は
、
さ
す
が
に
個
人
寄
付
者
が
多

く
、
そ
れ
ぞ
れ
四
二
人
一
一
円
八
〇
銭
と
二
〇
人
六
円
三
五
銭
と
な
り
、
二
坑
の
個

人
六
二
人
合
計
一
八
円
一
五
銭
は
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
一
一
二
人
三
二
円
三
〇
銭
の
中

で
も
目
立
つ
金
額
と
言
え
る
。

　

な
お
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
二
〇
炭
坑
飯
場
は
、
発
起
炭
坑
の
八
幡
製
鉄
経
営
の
潤
野
炭

坑
飯
場
、
住
友
経
営
の
忠
隈
炭
坑
飯
場
、
安
川
経
営
の
明
治
炭
坑
飯
場
（
三
カ
所
）、

三
菱
経
営
の
新
入
炭
坑
（
二
カ
所
）・
鯰
田
炭
坑
・
方
城
炭
坑
各
飯
場
、
古
河
経
営

の
目
尾
炭
坑
飯
場
、
三
井
経
営
の
三
井
田
川
炭
坑
（
三
カ
所
）、
御
徳
海
軍
炭
坑
、

地
場
有
力
者
蔵
内
経
営
の
峰
地
炭
坑
飯
場
、
平
山
炭
坑
な
ど
、
政
府
、
中
央
財
閥
系

列
と
地
場
有
力
者
経
営
の
炭
坑
が
訪
問
先
と
し
て
目
立
っ
て
い
る
。

　

Ｃ
グ
ル
ー
プ
は
、
梅
吉
が
長
旅
の
果
て
、
よ
う
や
く
に
し
て
た
ど
り
着
い
て
帰
っ

て
こ
れ
た
筑
豊
で
の
訪
問
炭
坑
で
あ
る
。
山
口
県
豊
浦
郡
の
大
内
銅
山
に
明
治
四
十

年
十
一
月
十
二
日
、
福
岡
県
企
救
郡
（
現
小
倉
南
区
）
の
柳
ヶ
瀬
村
の
鉄
山
入
り
が

十
一
月
十
三
日
で
あ
る
。
こ
の
日
は
偶
然
に
も
、
梅
吉
が
明
治
三
十
八
年
十
一
月

十
三
日
に
忠
隈
炭
坑
か
ら
出
発
し
て
、
栃
木
県
の
足
尾
銅
山
ま
で
行
き
、
さ
ら
に
帰

路
各
地
を
訪
ね
つ
つ
、
日
本
を
約
半
周
し
て
、
満
二
年
ぶ
り
に
福
岡
県
入
り
し
た
日

に
あ
た
る
。

　

こ
の
間
、
明
治
三
十
九
年
十
一
月
二
十
日
、
愛
知
県
寶
飯
郡
三
谷
町
星
越
隧
道
西

口
堀
川
飯
場
坑
夫
一
同
か
ら
附
合
料
共
三
〇
銭
の
寄
付
を
得
た
。
翌
十
一
月
二
十
一

日
か
ら
明
治
四
十
年
三
月
九
日
ま
で
一
〇
九
日
間
の
空
白
が
あ
る
。
こ
の
間
は
何
を

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
推
測
す
る
に
、
飯
場
訪
問
の
途
次
、
奉
願
帳
発
行
の
原
因

た
る
持
病
の
膀
胱
カ
タ
ル
、
排
尿
障
害
は
、
腎
臓
の
障
害
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
た
は

ず
で
あ
る
。
入
院
も
し
く
は
療
養
の
た
め
に
行
程
を
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と

み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

行
程
の
記
録
を
さ
ら
に
追
う
と
、
例
え
ば
明
治
四
十
年
七
月
三
十
一
日
、
島
根
県

藪
（
マ
マ
）
川
郡
の
大
黒
鑛
山
飯
場
に
行
き
坑
夫
一
同
か
ら
五
銭
、
個
人
一
人
か
ら

五
銭
を
寄
付
し
て
も
ら
っ
た
後
、
一
カ
月
の
空
白
が
あ
る
。
次
は
八
月
三
十
一
日
、

同
県
の
大
森
鑛
山
永
久
部
坑
夫
一
統
よ
り
二
〇
銭
、
二
三
人
の
個
人
よ
り
一
円
九
三

銭
を
得
て
い
る
。
こ
の
後
の
行
程
を
追
う
と
、移
動
の
た
め
に
必
要
と
は
思
え
な
い
、

空
白
日
が
多
く
目
に
つ
く
の
で
あ
る
。
旅
程
を
こ
な
す
う
ち
に
、
少
し
ず
つ
体
調
・

病
状
が
悪
化
し
て
い
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
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帳
の
発
行
や
出
発
当
初
多
額
の
寄
付
に
よ
り
心
を
寄
せ
て
く
れ
た
忠
隈
炭
坑
と
潤
野

炭
坑
の
交
際
所
を
訪
れ
て
、
同
日
、
彼
は
死
去
し
た
の
で
あ
る
。

　

梅
吉
の
旅
程
を
振
り
返
る
と
、
筑
豊
の
炭
坑
で
事
故
に
遭
遇
し
、
労
働
が
か
な
わ

ぬ
身
体
と
な
り
、
そ
の
筑
豊
の
炭
坑
の
友
子
仲
間
の
救
済
に
よ
り
、
奉
願
帳
を
発
行

し
て
も
ら
い
、
各
地
の
友
子
仲
間
の
寄
付
を
懇
願
し
て
ま
わ
っ
た
。
結
局
、
最
後
に

出
発
点
の
高
尾
二
坑
近
く
ま
で
帰
着
し
て
、
つ
い
に
絶
命
し
た
の
で
あ
る
。

　

寄
付
総
額
二
七
八
円
八
七
銭
の
う
ち
、
筑
豊
の
炭
坑
合
計
一
二
九
円
八
〇
銭
と
金

一
封
は
、
梅
吉
の
最
終
の
就
労
が
筑
豊
の
炭
坑
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
た
、
同
情

と
支
援
の
意
識
が
強
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
多
額
の
寄
付
金
額
と
も
い
え
る
。

　

和
田
梅
吉
は
、
安
楽
寺
の
過
去
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
二
年
四
カ
月
余
、
梅
吉

は
綴
添
に
よ
り
だ
ん
だ
ん
と
重
み
を
増
し
た
奉
願
帳
を
携
え
て
各
地
を
巡
回
し
た

が
、
安
楽
寺
に
奉
納
さ
れ
た
こ
の
奉
願
帳
こ
そ
が
梅
吉
が
万
感
の
思
い
で
、
後
世
に

伝
え
た
一
人
の
炭
坑
労
働
者
の
重
く
、
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
り
、
出
会
っ
た
多

数
の
友
子
仲
間
の
同
情
と
励
ま
し
の
こ
も
っ
た
無
言
の
遺
言
で
も
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
三
分
冊
に
な
っ
て
い
る
Ｂ
コ
ピ
ー
の
三
分
冊
目
の
冒
頭
に
、
故
宮
崎
太
郎

氏
の
自
筆
説
明
書
が
一
枚
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
転
記
し
て
検
討
す
る
。

　

法
名
・
・
釋
香
園
…
和
田
梅
吉
三
三
才

　
　
　
　
　

明
治
四
十
一
年
二
月
二
十
一
日
死
去

　
　
　
　
　

福
岡
県
飯
塚
市
伊
岐
須
日
鉄
高
尾
二
坑

　
　
　
　
　

伊
岐
須
…
安
楽
寺
に
於
て
葬
儀

　
　
　
　
　

御
骨
等
奈
良
県
に
持
帰
る

　
　
　
　
　
　

昭
和
五
十
年
二
月
十
四
日　

宮
崎
太
郎
記
す

　

安
楽
寺
の
過
去
帳
に
は「
釋
香
園　

二
月
廿
五
日　

二
坑　

和
田
梅
吉
三
十
三
才
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
梅
吉
の
奉
願
帳
の
最
後
は
二
月
廿
五
日
、
潤
野
炭
坑
で
寄
付

　

観
察
を
Ｃ
グ
ル
ー
プ
に
戻
す
と
、
福
岡
県
入
り
し
た
十
一
月
十
三
日
よ
り
一
週
間

く
ら
い
は
順
調
に
企
救
郡
呼
野
か
ら
田
川
郡
採
銅
所
、
十
一
月
十
七
日
同
金
川
の
夏

吉
鉄
山
を
訪
問
し
た
。
そ
の
後
、
資
料
に
日
程
が
見
え
な
い
が
、
十
二
月
二
十
九
日
、

田
川
郡
後
藤
寺
町
の
三
井
本
坑
坑
夫
飯
場
一
同
か
ら
一
〇
銭
の
寄
付
を
も
ら
っ
て
い

る
。
十
一
月
十
七
日
か
ら
十
二
月
二
十
九
日
ま
で
の
間
の
約
四
〇
日
間
に
、
田
川
郡

の
方
城
炭
坑
（
Ｂ
を
含
め
二
度
目
）、
三
井
大
薮
新
坑
石
飛
飯
場
（
初
回
）、
三
井
伊

田
炭
礦
坑
夫
一
同
（
前
回
と
は
別
な
飯
場
か
）
の
三
つ
の
飯
場
を
訪
問
し
て
、
寄
付

を
都
合
一
一
円
八
五
銭
も
ら
っ
て
は
い
る
が
、
こ
の
三
つ
の
炭
坑
の
飯
場
を
回
る
の

に
は
、
連
続
三
日
、
無
理
し
た
ら
二
日
の
行
程
の
範
囲
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
約
四
〇

日
間
も
か
け
る
必
要
は
な
く
、
こ
の
空
白
は
他
の
理
由
か
ら
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

さ
ら
に
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
記
録
を
追
う
と
、
明
治
四
十
年
十
二
月
二
十
九
日
、
三
井
本

坑
坑
夫
飯
場
。
三
十
日
豊
州
炭
坑
第
壱
号
飯
場
。
同
日
、
同
炭
坑
中
本
飯
場
。
十
二

月
三
十
一
日
、
第
二
峰
地
炭
坑

（
註
一
一
）。（

以
上
、
田
川
郡
内
）

　

明
治
四
十
一
年
一
月
一
日
、
熊
田
村
の
第
二
赤
地
炭
坑
交
際
所
（
Ｂ
グ
ル
ー
プ
で

も
訪
問
）。
三
日
、
熊
田
炭
坑
所
上
野
飯
場
、
四
日
、
上
山
田
百
谷
炭
坑
、
上
山
田

小
谷
田
野
炭
坑
山
本
飯
場
、
五
日
、
下
山
田
古
川
（
河
）
炭
坑
ま
で
は
、
Ｂ
グ
ル
ー

プ
で
訪
問
し
た
炭
坑
。
こ
こ
ま
で
は
日
程
が
判
明
し
て
い
る
。
次
の
平
山
炭
坑
が
日

程
不
記
入
。
麻
生
経
営
の
豆
田
炭
坑
に
二
月
十
九
日
訪
問
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
古

河
炭
坑
訪
問
の
後
、
一
月
が
二
五
日
間
、
二
月
が
一
八
日
間
、
合
計
四
三
日
間
あ
り
、

こ
の
間
に
わ
ず
か
平
山
炭
坑
一
つ
の
訪
問
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
も
体
調
不
良
が
顕

著
に
出
て
い
る
と
見
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
間
の
一
月
二
十
一
日
に
、
古
河
炭

坑
が
奉
願
帳
の
綴
じ
直
し
の
証
明
書
を
書
き
、
二
冊
目
の
奉
願
帳
が
分
離
さ
れ
残
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
二
月
二
十
五
日
と
な
る
。
自
身
の
属
し
た
高
雄
第
二
坑
と
と
も
に
奉
願
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梅
吉
は
、
伊
岐
須
を
出
発
し
て
か
ら
三
一
八
日
目
に
、
最
も
遠
方
の
訪
問
先
で
あ

る
栃
木
県
足
尾
銅
山
に
着
い
た
。
初
日
の
九
月
二
十
七
日
に
「
足
尾
本
山
坑
夫
交

際
取
扱
所
」「
足
尾
通
洞
坑
夫
箱
元
」「
簀
子
橋
坑
夫
交
際
事
務
所
」
を
回
り
、
合
計

一
九
円
七
三
銭
の
支
援
金
寄
付
を
受
け
た
。
記
帳
の
中
で
本
山
で
は
「
右
願
意
聞
届

候
也　

明
治
三
十
九
年
九
月
二
十
七
日
」
と
記
載
、
続
い
て
「
一　

金
拾
円
也　

右

救
助
候
也　

下
野
國
上
都
賀
郡
足
尾
本
山
坑
夫
交
際
取
扱
所
（
角
印
・
下
野
足
尾
本

山
坑
夫
交
際
取
扱
所
之
印
）」
と
記
帳
。
他
も
同
様
な
「
願
意
聞
届
候
」「
救
助
候
」

を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
十
八
日
「
小
滝
山
中
一
統　

右
願
意
之
趣
き

聞
届
候
也
」
と
記
帳
し
、
十
月
八
日
ま
で
小
滝
の
各
飯
場
を
訪
問
さ
せ
、

飯
場
ご
と
に
寄
付
を
出
し
て
、
十
月
九
日
に
は
「
小
滝
銅
山
山
中
箱
元
」

が
「
右
回
飯
済
証
明
ス
」
と
し
、「
廻
飯
済
ニ
相
成
御
餞
別
ト
ス
」
と
し

て
餞
別
金
五
〇
銭
を
寄
付
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
関
係
飯
場
を
全
部
訪

問
さ
せ
て
、
そ
の
訪
問
終
了
を
証
明
し
た
上
で
餞
別
を
つ
け
る
と
い
う
の

は
、
梅
吉
の
訪
問
先
で
は
こ
の
例
し
か
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
同
じ
足
尾

銅
山
の
他
の
飯
場
は
、
各
飯
場
を
訪
問
さ
せ
ず
に
、
傘
下
の
各
飯
場
を
代

表
し
て
箱
元
な
り
交
際
取
扱
所
が
ま
と
め
て
寄
付
を
す
る
方
式
を
と
っ
て

い
る
。
い
ず
れ
を
見
て
も
こ
の
振
る
舞
い
は
、
奉
願
帳
の
主
旨
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
て
、
整
然
か
つ
必
然
と
し
て
救
助
し
た
当
時
の
「
友
子
」

同
盟
の
典
型
例
と
み
ら
れ
る
。

　

④
三
井
大
藪
新
坑
の
個
人
寄
付
者
は
三
七
人
と
人
数
も
多
数
で
あ
り
、

こ
の
顔
ぶ
れ
を
子
細
に
見
る
と
、
友
子
以
外
の
人
々
も
寄
付
し
て
い
る
と

み
ら
れ
る
。

　

前
掲
の
「
日
本
の
伝
統
的
労
資
関
係
」
中
に
、「
永
岡
鶴
蔵
は
、
明
治

末
年
に
『
坑
夫
の
生
涯
』
と
い
う
自
伝
の
な
か
で
、
坑
夫
社
会
と
く
に
友

金
を
受
領
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
宮
崎
氏
の
「
二
月
二
十
一
日
死
去
」
は
誤
記

と
考
え
ら
れ
る
。

　

③
足
尾
銅
山
に
見
る
救
助

　
（
表
６
）
は
、「
梅
吉
資
料
」
に
見
る
限
り
、
当
時
の
足
尾
銅
山
で
の
友
子
同
盟
の

組
織
運
営
が
、
他
の
鉱
山
に
比
べ
て
も
き
わ
だ
っ
て
体
系
化
し
、
整
然
と
組
織
的
に

運
営
さ
れ
て
い
る
と
見
る
内
容
で
あ
る
。
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表６　足尾銅山友子の寄付状況

足尾通洞坑夫箱元 ８円 73銭 明治39年 9月 27日
足尾本山坑夫交際取扱所 10円 9月 27日
簀子橋坑夫交際事務所 １円 9月 27日
足尾銅山小滝山中一統

小滝12号飯場一同 50銭 附合料共 9月 28日
小滝11号友子一統 30銭 同上 29日
小滝６号飯場一同 30銭 同上 30日
小滝８号飯場一同 30銭 同上 10月 1日
小滝７号飯場一同 30銭 同上 1日
小滝４号飯場一同 40銭 同上 1日
小滝15号飯場一同 30銭 同上 2日
小滝10号飯場一同 30銭 同上 2日
小滝３号飯場一統 30銭 同上 2日
小滝24号友子一同 30銭 同上（個人１人10銭） 2日
小滝23号飯場一同 30銭 同上 2日
小滝９号飯場一同 50銭 同上 3日
小滝５号飯場一同 30銭 同上 3日
小滝14号飯場一同 30銭 同上 3日
小滝22号一同 50銭 同上 3日
小滝第２号一同 50銭 同上 4日
小滝第21号 20銭 同上 4日
小滝19号飯場一同 25銭 同上 5日
小滝18号飯場一同 25銭 同上 5日
小滝16号坑夫一統 25銭 同上 6日
小滝20号飯場一統 20銭 同上（個人２人10銭） 6日
小滝17号飯場一統 20銭 同上 7日
小滝13号飯場一同 50銭 同上 8日
上記合計（箱元・飯場一統・個人）　　　　       27円48銭

栃木県上都賀郡足尾町字小滝銅山山中箱元　右廻飯済証明ス　� 9日
　　　　右廻飯済ニ相成御餞別トス　山中箱元　50銭（餞別）

総合計 　　　　27円98銭



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
予
・
高
橋
。
出
雲
・
福
井
。

・
金
三
〇
銭　

讃
岐
・
森
口
。

・
金
二
〇
銭
×
九
人
＝
一
円
八
〇
銭　

伊
予
・
荒
井
。
日
向
・
田
中
。
伊
予
・
越
智
。

伊
予
・
三
宅
。
伊
予
地
夫
・
荒
井
。
加
賀
・

中
山
。
加
賀
・
野
村
。
磐
城
・
渡
辺
。
肥
後
・

瀬
井
。

◎
（
竹
下
清
蔵
頼
み
・
友
子
見
習
い
の
手
子
・
弟
子
と
解
釈
）

・
金
二
〇
銭　

大
分
県
住
人
当
時
大
工
龍
坊
（
マ
マ
）
寄
宿
・
宇
野
。

・
金
一
五
銭
×
二
人
＝
三
〇
銭　

備
後
人
仕
繰
夫
・
長
岡
。豊
後
人
仕
繰
地
夫
・
庄
野
。

・
金
一
〇
銭
×
四
人
＝
四
〇
銭　

備
後
人
・
熊
谷
。
出
雲
人
炭
坑
仕
繰
夫
・
乙
社
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
見
人
地
夫
仕
繰
夫
・
廣
田
。
出
雲
人
・
桑
原
。

・
金
五
銭　

出
雲
人
仕
繰
夫
・
松
本
。

◎
（
友
子
以
外
の
飯
場
労
働
者
と
解
釈
）

・
金
一
五
銭　

豊
前
国
南
吉
富
村
農
・
上
前
。

・
金
一
〇
銭
×
四
人
＝
四
〇
銭　

石
見
出
身
隧
道
地
夫
・
竹
本
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

備
後
出
身
炭
坑
夫
・
堀
江
。
同
・
竹
村
。
同
・
山
内
。

・
金
五
銭
×
四
人
＝
二
〇
銭　

備
後
出
身
炭
坑
夫
・
上
本
。
同
・
三
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廣
島
縣
高
田
郡
井
原
村
・
三
木
。田
川
郡
赤
村
・
宮
崎
。

　

以
上
三
七
人
・
合
計
一
〇
円
四
〇
銭
（
飯
場
一
同
分
を
加
え
て
一
〇
円
五
五
銭
と

な
り
、
総
合
計
二
七
八
円
八
五
銭
の
三
・
八
㌫
に
あ
た
る
）。

　

金
額
を
見
て
も
、
個
人
三
七
人
で
一
〇
円
四
〇
銭
は
、
飯
場
頭
の
石
飛
傳
蔵
の
一

円
五
〇
銭
を
含
め
て
ず
ば
抜
け
て
高
額
と
言
え
る
。
当
時
、
三
井
大
藪
坑
は
旧
坑
を

掘
り
尽
く
し
て
新
規
採
炭
を
目
指
し
て
い
る
時
で
あ
り
、
友
子
以
外
に
多
数
の
坑
夫

を
集
め
た
中
に
、
友
子
の
石
飛
と
竹
下
清
蔵
を
中
心
と
し
た
飯
場
グ
ル
ー
プ
が
友
子

子
に
存
在
す
る
「
一
種
云
べ
か
ら
ざ
る
義
侠
心
」「
イ
ザ
友
達
の
為
め
と
か
兄
弟
分

の
為
め
と
か
な
れ
ば
火
の
中
水
の
中
も
な
ん
の
そ
の
と
云
う
風
の
義
侠
心
」「
憐
れ

の
者
、
気
の
毒
な
者
の
為
に
は
一
枚
の
衣
服
も
分
け
て
や
る
と
云
う
慈
愛
心
」「
義

理
と
人
情
と
を
説
い
て
聞
か
せ
ば
鬼
の
如
き
眼
に
や
さ
し
い
涙
を
滴
し
て
屈
辱
を
忍

ぶ
勇
気
」」
と
い
う
友
子
の
心
情
を
紹
介
し
て
い
る

（
註
一
二
）。

　

こ
の
永
岡
が
書
き
残
し
た
心
情
は
、
実
に
筑
豊
の
川
筋
気
質
に
共
通
す
る
意
識
で

あ
る
。
川
筋
気
質
の
発
露
の
一
端
と
も
み
な
せ
る
大
薮
新
坑
の
個
人
の
寄
付
内
容
を

分
析
し
て
み
る
。
梅
吉
は
、
ま
ず
豊
前
國
企
救
郡
柳
ヶ
村
字
新
町
の
鉄
山
。
同
郡
企

救
村
徳
力
鑛
山
（
十
四
日
）。
同
郡
呼
野
横
摺
鑛
山
交
際
所
（
十
五
日
）。
同
地
か
ら

陸
路
金
辺
峠
を
越
え
て
田
川
郡
入
り
し
、
採
銅
所
古
宮
銅
山
（
十
六
日
）。
田
川
郡

金
川
村
夏
吉
鑛
山
（
十
七
日
）。
し
か
し
、
次
の
方
城
村
方
城
炭
坑
、
大
薮
新
坑
石

飛
飯
場
、
伊
田
村
三
井
伊
田
炭
坑
ま
で
は
資
料
で
は
日
程
が
判
別
で
き
な
い
。
次
は

十
二
月
二
十
九
日
に
田
川
郡
後
藤
寺
町
三
井
本
坑
坑
夫
飯
場
一
同
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
日
程
不
明
の
間
に
四
二
日
の
日
時
が
あ
り
、
こ
の
間
に
、
梅
吉
が
ど
ん
な
行
動

を
し
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

大
薮
新
坑
石
飛
飯
場
一
同
の
全
体
寄
付
は
金
一
五
銭
で
あ
る
。
次
に
個
人
寄
付
者

三
七
人
を
整
理
し
て
み
る
（
出
身
国
・
苗
字
の
み
）。
な
お
、
分
類
す
る
根
拠
は
、

筆
者
単
独
の
発
想
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
記
す
。

◎
（
友
子
同
盟
員
と
見
な
さ
れ
る
者
）

・
金
一
円
五
〇
銭　

出
雲
・
石
飛
傅
蔵
（
飯
場
経
営
者
・
頭
、
中
心
人
物
）

・
金
一
円
×
二
人
＝
二
円　

土
佐
・
田
辺
。
出
雲
・
竹
下
清
蔵
（
竹
下
飯
場
経
営
）。

・
金
六
〇
銭　

備
中
・
西
林
。

・
金
五
〇
銭　

出
雲
・
葦
。

・
金
四
〇
銭
×
五
人
＝
二
円　

備
後
・
井
原
。
豊
後
・
山
岡
。
豊
後
・
後
藤
。
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渉
っ
て
寄
付
金
を
求
め
て
、
も
と
も
と
人
里
離
れ
た
鉱
山
現
場
の
飯
場
を
目
指
し
て

登
山
す
る
（
飯
場
を
回
る
）
と
い
う
こ
と
が
、
現
実
に
は
、
い
さ
さ
か
無
理
な
事
態

で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

迎
え
る
各
友
子
の
箱
元
と
同
情
、
共
感
を
深
く
し
た
多
く
の
人
々
は
、
自
ら
の
将

来
の
運
命
を
重
ね
て
、
心
底
か
ら
受
け
入
れ
た
と
は
思
わ
れ
る
が
、
奉
願
帳
持
参
者

が
増
え
た
り
続
い
た
り
す
れ
ば
、
金
銭
的
な
負
担
も
含
め
て
、
支
援
に
は
無
理
が
重

な
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、巡
回
す
る
当
人
に
と
っ
て
も
、

旅
費
の
負
担
や
交
通
不
便
な
山
中
な
ど
の
現
場
へ
の
訪
問
は
、
苦
痛
を
増
加
す
る
こ

と
も
予
測
さ
れ
る
。

　

結
局
、
こ
の
伝
統
的
な
共
済
制
度
は
、
産
炭
地
筑
豊
に
お
い
て
は
、
技
術
取
得
の

利
便
は
あ
る
限
定
的
な
短
期
間
に
は
あ
っ
て
も
、
西
欧
か
ら
の
近
代
的
採
掘
技
術
の

導
入
や
長
壁
式
採
掘
方
式
の
導
入
な
ど
が
進
行
し
て
い
け
ば
、
技
術
者
、
技
能
者
で

あ
る
「
友
子
」
は
、
現
場
で
の
立
場
を
弱
く
し
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
整
備

さ
れ
は
じ
め
た
会
社
の
共
済
、
共
愛
会
等
の
救
済
制
度
の
発
達
も
あ
り
、
少
し
ず
つ

崩
壊
、
終
焉
の
方
向
に
向
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

第
三
章　

五
つ
の
友
子
取
立
状
の
概
要
（
年
代
順
）

一
「
告
示
」
に
つ
い
て

　

直
方
市
石
炭
記
念
館
所
蔵
。
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
六
月
十
三
日
、
筑
前

満
之
浦
本
坑
交
際
所
加
藤
飯
場
一
統
発
行
の
五
人
の
坑
夫
へ
の
昇
進
取
立
状
（
サ
イ

ズ
・
本
体
長
三
一
三
㌢
、
幅
二
三
㌢
、
毛
筆
直
筆
・
和
紙
七
枚
継
、
継
目
の
裏
は
立

会
人
の
朱
印
が
一
五
人
乃
至
一
六
人
押
印
し
て
い
る
。
軸
仕
立
で
、
芯
一
三
㍉
、
軸

巻
頭
紙
二
五
㌢
）。

以
外
の
賛
同
者
も
巻
き
込
ん
で
の
寄
付
行
為
に
至
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
個
人
寄

付
者
た
ち
は
、
困
っ
た
人
に
は
援
助
を
す
る
の
が
当
然
と
い
う
川
筋
気
質
の
精
神
も

所
有
し
て
い
た
人
々
で
あ
っ
た
と
見
る
。

　

前
述
の
友
子
の
政
府
調
査
の
中
、「
第
三
章
第
二
節　

交
際
坑
夫
の
範
囲
」
に
「
取

立
を
受
く
る
坑
夫
は
、
採
鉱
夫
・
支
柱
夫
等
相
当
技
術
を
要
す
る
坑
内
を
主
と
す
る

も
必
ず
し
も
転
職
を
妨
ぐ
る
に
非
ず
し
て
、
精
錬
夫
及
隧
道
そ
の
他
土
木
工
事
の
人

夫
と
な
る
も
の
少
な
か
ら
ず
。
故
に
該
工
事
の
飯
場
も
ま
た
友
子
同
盟
に
加
は
る
も

の
多
し
と
す
。
尚
、
手
子
雑
夫
等
の
取
立
を
受
け
ざ
る
も
の
は
、
村
方
と
称
し
て
山

中
限
り
の
半
交
際
を
許
さ
れ
、
負
担
も
ま
た
半
額
に
す
ぎ
ざ
る
を
普
通
と
す
。
然
れ

ど
も
近
時
此
の
慣
習
は
必
ず
し
も
凡
て
の
坑
夫
に
行
は
れ
ず
、
取
立
を
受
け
ず
、
交

際
を
な
さ
ざ
る
坑
夫
頗
る
多
き
は
既
述
の
如
し
」
と
あ
る
。
大
藪
新
坑
の
梅
吉
へ
の

多
数
の
個
人
寄
付
者
の
う
ち
、
引
用
文
傍
線
部
に
あ
る
「
手
子
雑
夫
等
の
（
友
子
）

取
立
を
受
け
ざ
る
者
は
、
村
方
と
称
し
て
山
中
限
り
の
半
交
際
を
許
さ
れ
た
」
者
の

範
囲
に
入
る
坑
夫
た
ち
で
あ
り
、
前
記
「
友
子
以
外
の
飯
場
の
労
働
者
」
と
見
な
さ

れ
る
人
々
が
こ
れ
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
記
載
し
な
い
が
、

別
な
飯
場
で
の
個
人
寄
付
者
の
中
に
は
、
女
性
の
名
前
も
二
、三
見
る
。
こ
れ
は
、

そ
の
名
前
か
ら
判
断
し
て
友
子
と
し
て
寄
付
を
し
た
人
の
家
族
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。

　

⑤
「
梅
吉
資
料
」
か
ら
感
じ
る
こ
と

　
「
梅
吉
資
料
」
を
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
友
子
同
盟
の
伝
統
的
・
自
発

的
共
済
制
度
の
典
型
例
で
あ
る
と
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
通
信
手
段
や
交
通

手
段
が
限
定
的
で
あ
る
時
代
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
梅
吉
が
次
々
と
訪
問
す
る
飯
場
は

「
友
子
」
が
存
在
す
る
場
所
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
排
尿
に
困
難
を
来
し
た
労
働
不
可
の
肉
体
の
人
が
、
長
期
間
広
範
囲
に
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忠
隈
炭
坑
は
、
梅
吉
の
奉
願
帳
発
行
の
十
月
二
十
三
日
、
立
会
人
三
人
、
十
一
月

十
三
日
の
訪
問
で
は
、
個
人
寄
付
者
四
二
人
が
記
名
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
か

ら
、
筑
豊
地
域
で
は
、
友
子
所
在
炭
坑
と
し
て
は
代
表
的
な
炭
坑
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。

三
「
坑
夫
昇
進
免
状
表
」
に
つ
い
て

　

岩
橋
弘
氏
寄
贈
、
田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
所
蔵
。
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年

八
月
十
五
日
、
田
川
郡
方
城
炭
坑
坑
夫
交
際
所
伊
藤
飯
場
（
角
印
・
方
城
炭
坑
・
坑

夫
交
際
所
伊
藤
飯
場
一
統
印
）
発
行
の
五
人
へ
の
鑛
山
坑
夫
の
名
義
授
与
、
昇
進
免

状
（
サ
イ
ズ
・
長
三
二
六
㌢
、
幅
二
〇
㌢
。
毛
筆
直
筆
・
和
紙
五
枚
継
、
継
目
の
裏

は
立
会
人
の
印
判
九
人
乃
至
一
三
人
が
押
印
）。

　

こ
の
取
立
状
は
、
方
城
炭
坑
坑
夫
交
際
所
伊
藤
飯
場
が
隣
山
立
会
に
当
時
豊
前
地

区
を
代
表
す
る
銅
山
で
あ
る
吉
原
鑛
山

（
註
一
四
）友

子
七
人
を
立
て
て
、「
諸
國
鑛
山
工
事
同

盟
（
友
子
同
盟
と
同
意
）
御
中
」
宛
て
に
発
行
し
て
い
る
。

四
「
免
状
目
録
」
に
つ
い
て

　

田
川
市
立
図
書
館
所
蔵
。
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
六
月
二
十
五
日
、
企
救
郡
東

谷
村
（
現　

小
倉
南
区
）
呼
野
、
田
中
鑛
山
株
式
會
社
旭
鑛
山
事
務
所
（
前
述
の
「
告

示
」
の
貝
島
と
同
様
、
経
営
側
が
取
立
に
同
意
、
連
名
し
て
い
る
）
と
旭
鑛
山
坑
夫

壱
統
発
行
の
七
人
の
坑
夫
昇
進
の
免
状
（
サ
イ
ズ
・
長
四
一
一
㌢
、
幅
一
八
・
七
㌢
。

毛
筆
直
筆
・
薄
手
の
和
紙
九
枚
綴
、
継
目
の
裏
は
立
会
人
一
一
人
乃
至
一
四
人
の
押

印
。
同
資
料
の
頭
部
分
の
「
免
除
目
録
」
文
字
の
上
下
が
破
損
）。

　

こ
の
取
立
状
は
、
豊
前
地
区
の
銅
山
旭
鑛
山
事
務
所
と
同
坑
夫
一
統
が
吉
原
・
蒲

生
・
横
鶴
鑛
山
の
友
子
た
ち
を
隣
山
立
会
人
と
し
て
、「
諸
鑛
山
諸
工
事
同
盟
御
中
」

宛
て
に
発
行
し
て
い
る
。
内
容
的
に
は
炭
坑
と
直
接
関
連
が
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

前
述
の
方
城
炭
坑
の
取
立
の
立
会
人
は
、
吉
原
鑛
山
か
ら
七
人
来
て
い
る
。
こ
の
時

　

こ
の
「
告
示
」
は
、
発
行
飯
場
も
立
会
飯
場
も
す
べ
て
貝
島
太
助
が
経
営
す
る
炭

坑
の
飯
場
で
あ
り
、
し
か
も
、
発
行
者
に
満
之
浦
礦
業
所
（
角
印
・
満
之
浦
人
事
係

之
印
章
）
が
満
之
浦
本
坑
鑛
夫
一
統
（
角
印
・
筑
前
満
之
浦
本
坑
交
際
所
加
藤
飯
場

之
印
）
と
並
ん
で
「
大
日
本
帝
国
諸
鑛
山
友
子
」
御
中
に
発
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

友
子
の
取
立
に
会
社
経
営
側
が
承
認
、
奨
励
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

貝
島
太
助
は
、
明
治
初
年
の
炭
坑
経
営
失
敗
以
来
、
何
度
か
浮
沈
の
後
、
井
上
馨

の
後
援
・
支
援
を
得
て
、
日
清
、
日
露
戦
争
に
よ
る
戦
争
景
気
な
ど
の
炭
界
好
況
の

波
に
も
乗
り
、
明
治
四
十
二
年
当
時
は
筑
豊
を
代
表
す
る
炭
坑
経
営
者
と
な
っ
て
い

た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
強
い
の
は
、
自
分
自
身
が
炭
坑
労
働
者
の
現
場
経
験
を
多
く

積
み
、
さ
ら
に
頭
領
と
し
て
も
豊
富
な
経
験
を
重
ね
て
炭
坑
現
場
に
精
通
し
、
必
要

な
人
材
確
保
に
は
、
意
欲
的
、
先
進
的
な
体
験
と
見
識
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る

（
註
一
三
）。

こ
の
「
告
示
」
を
見
る
と
き
、
友
子
仲
間
の
取
立
と
い
う
意
義
の
み
な
ら

ず
、
経
営
者
貝
島
太
助
の
友
子
へ
の
評
価
と
期
待
を
含
め
た
、
人
材
確
保
の
意
欲
と

姿
勢
が
あ
る
程
度
働
い
て
い
た
の
で
は
と
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

二
「
坑
夫
免
状
」
に
つ
い
て

　

故
宮
崎
太
郎
氏
収
集
、九
州
大
学
記
録
図
書
館
所
蔵
。
明
治
四
十
五
（
一
九
一
二
）

年
二
月
十
日
、
嘉
穂
郡
穂
波
村　

忠
隈
炭
坑
坑
夫
壱
統
発
行
の
六
人
へ
の
坑
夫
昇

任
・
免
状
付
与
（
サ
イ
ズ
は
コ
ピ
ー
資
料
の
た
め
、
正
確
に
は
不
明
。
長
約
二
八
七

㌢
、
幅
一
九
㌢
。
毛
筆
。
巻
物
）。
こ
の
免
状
は
、
和
田
梅
吉
へ
の
奉
願
帳
発
行
の

際
、
隣
山
立
会
と
な
っ
た
忠
隈
炭
坑
坑
夫
一
同
が
発
行
人
と
な
り
、
潤
野
炭
坑
立
会

人
（
十
人
）
と
豆
田
炭
坑
立
会
人
（
八
人
）
の
隣
山
立
会
の
も
と
、
忠
隈
炭
坑
の
鍛

冶
立
会
人
、
飯
場
立
会
人
（
六
人
）、
中
老
立
会
人
（
六
人
）、
義
媒
人
（
六
人
）、

都
合
三
七
人
と
親
分
（
六
人
）・
兄
分
（
六
人
）
で
、
六
人
の
子
分
を
坑
夫
取
立
し

た
免
状
で
あ
る
。
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筑
豊
の
炭
坑
で
働
い
た
内
容
で
、
そ
の
点
で
は
和
田
梅
吉
と
同
様
な
行
動
を
し
た
人

物
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
他
地
区
で
友
子
と
し
て
昇
進
し
た
人
々
が
、
筑
豊
に
来

て
各
炭
坑
で
活
躍
し
た
事
例
は
多
い
は
ず
で
あ
る
。
後
述
す
る
山
本
作
兵
衛
の
炭
坑

記
録
画
に
も
、
そ
れ
を
示
唆
す
る
複
数
の
描
写
が
見
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
梅
吉
資
料
を
含
め
て
、
以
上
の
友
子
関
連
資
料
を
通
し
て
見

て
も
、
明
治
時
代
末
か
ら
大
正
中
期
に
か
け
て
の
筑
豊
の
各
炭
坑
、
鉱
山
に
は
各
地

の
鑛
山
よ
り
友
子
た
ち
が
多
数
入
っ
て
き
て
、
そ
れ
ぞ
れ
連
携
を
し
つ
つ
、
友
子
同

盟
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

第
四
章　
「
坑
夫
昇
進
免
状
表
」（
以
下
、
免
状
表
）
の
内
容
に
つ
い
て

　

前
章
三
で
概
要
を
記
し
た
が
、
筆
者
が
今
回
「
友
子
」
の
検
討
に
入
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
岩
橋
弘
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
当
該
資
料
に
つ
い
て
、詳
細
な
記
述
を
す
る
。

　

①
免
状
表
の
内
容

　

原
文
を
一
部
書
き
下
し
文
に
し
て
記
載
す
る
。こ
こ
で
は
漢
字
の
内
容
や
句
読
点
、

意
味
等
に
若
干
の
補
足
が
必
要
と
判
断
し
た
の
で
、
各
行
末
を
」
で
受
け
て
、
文
中

で
の
読
み
方
を
、
例
え
ば
文
頭
に
あ
る
「
夫
」
は
（
そ
れ
）
を
記
し
た
り
欠
字
に
つ

い
て
は
適
字
を
加
え
た
。

「
夫
（
そ
れ
）
冠
讐
（
か
ん
し
ゅ
う
）
ヲ
討
平
（
う
ち
た
い
ら
げ
）、国
家
ヲ
依
持
（
い

じ
）
ス
」
国
運
ノ
消
長
ハ
、
元
帥
ノ
知
謀
ト
兵
」
力
ノ
盛
衰
ニ
有
リ
、
亦
、
国
ヲ

富
ミ
家
ヲ
」
利
ス
ル
ノ
道
ハ
、
財
蓄
ニ
始
マ
ル
、
財
ヲ
貯
」
儲
（
ち
ょ
し
ょ
）
ス

ル
ノ
基
本
タ
ル
ヤ
、産
物
ヲ
増
殖
」
シ
テ
適
價
ヲ
得
ル
ニ
出
（
い
）
ズ
、其
（
そ
の
）

産
品
」
之
盛
衰
ト
ナ
ル
ハ
、
製
造
人
ノ
就
錬
ト
」
注
意
ニ
関
セ
ズ
シ
テ
何
ゾ
他
ニ

有
ラ
ン
ヤ
」
就
中
、
鉱
業
之
盛
衰
ニ
於
テ
、
唯
タ
（
た
だ
）
鉱
」
脈
ノ
善
悪
ノ
ミ

期
の
吉
原
鑛
山
は
、
豊
前
地
区
内
の
鑛
山
の
中
核
と
し
て
、
多
数
の
友
子
が
所
在
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、「
福
岡
鑛
務
署
管
内　

鑛
區
一
覧
」
に
よ
れ
ば
、
吉
原
鑛
山
は
当
時
豊
前

地
区
で
唯
一
重
要
鑛
山
の
指
定
を
受
け
て
い
た
。
吉
原
鑛
山
の
友
子
が
方
城
炭
坑
の

取
立
立
会
を
し
た
大
正
五
年
は
年
産
銅
一
三
万
二
二
〇
〇
斤
、
旭
鑛
山
の
取
立
立
会

を
し
た
大
正
七
年
は
年
産
銅
八
万
四
一
四
六
斤
の
産
額
で
あ
る
。
な
お
、
大
正
九
年

以
降
は
重
要
鑛
山
の
指
定
は
な
い
。

五
「
坑
夫
昇
進
免
状
」
に
つ
い
て

　

田
川
市
在
住
黒
田
一
美
氏
寄
贈
、
田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
所
蔵
。
大
正
三

（
一
九
一
四
）
年
六
月
十
日
、
伯
耆
国
（
現　

鳥
取
県
）
日
野
邑
、
若
松
鑛
山
（
角

印
・
若
松
鑛
山
近
藤
鑛
業
所
）・
坑
夫
一
同
（
同
一
朱
印
）
発
行
の
三
人
の
坑
夫
の

昇
進
免
状
で
あ
る
。
職
子
（
子
分
）
備
後
出
身
黒
田
長
太
郎
外
二
名
の
坑
夫
取
立

免
状
（
サ
イ
ズ
・
長
四
一
六
㌢
、
幅
一
八
・
五
㌢
。
毛
筆
直
筆
。
和
紙
九
枚
継
、
継

目
の
裏
は
若
松
鑛
山
近
藤
鑛
業
所
の
角
印
と
坑
夫
一
同
の
角
印
、
立
会
人
十
人
の
押

印
）。
こ
の
職
子
三
人
の
兄
分
は
、
備
中
出
身
の
藤
原
源
太
郎
た
だ
一
人
で
あ
る
。

こ
の
免
状
は
、
親
分
は
備
中
二
人
、
伯
耆
一
人
、
子
分
は
備
後
、
備
中
、
出
雲
各
一

人
、
浪
人
立
会
は
安
芸
一
人
、
客
人
立
会
は
備
中
一
人
、
隣
山
（
大
盛
鑛
山
）
立
会

は
備
後
二
人
、
鍛
冶
屋
立
会
は
伯
耆
一
人
、
当
飯
場
立
会
は
伯
耆
一
人
、
義
媒
人
は

出
雲
の
人
で
あ
る
。
出
身
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
若
松
鑛
山
の
近
隣
地
域
の
人
々
で

あ
る
。

　

一
美
氏
の
説
明
に
よ
る
と
、
長
太
郎
は
昭
和
二
十
七
年
に
逝
去
す
る
ま
で
、
三
井

伊
田
坑
を
は
じ
め
筑
豊
各
地
の
炭
坑
で
働
き
、
主
と
し
て
採
掘
現
場
の
発
破
担
当
等

を
し
て
い
た
と
言
う
。

　

こ
の
「
坑
夫
昇
進
免
状
」
は
、
他
国
で
坑
夫
と
な
り
、
友
子
と
し
て
各
地
を
経
て
、
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兄
分　

肥
前
産　

高
木　

大
吉　
（
印
）

子
分　

筑
後
産　

森　

卯
太
郎

親
分　

伊
与
産　

伊
藤
三
五
郎　
（
印
）

兄
分　

大
和
産　

竹
松　

雀
松　
（
印
）

子
分　

豊
後
産　

工
藤　

甚
平

親
分　

備
中
産　

鏡
原
和
三
郎　
（
印
）

兄
分　

備
中
産　

佐
々
木
柳
三
郎
（
印
）

子
分　

筑
後
産　

高
倉
要
太
郎

浪
人
立
會

　
　
　

伊
与
産　

伊
藤　

文
市　
（
印
）

客
人
立
會

　
　
　

伊
与
産　

真
鍋　

柳
平　
（
印
）

　
　
　

摂
津
産　

松
本
弥
太
郎　
（
印
）

吉
原
鑛
山
立
會

　
　
　

備
中
産　

川
上　

金
作　
（
印
）

　
　
　

伊
与
産　

岡
部　

音
吉　
（
印
）

　
　
　

備
後
産　

後
藤　

與
助　
（
印
）

　
　
　

芸
州
産　

清
水　

為
吉　
（
印
）

　
　
　

備
後
産　

藤
村
喜
太
治　
（
印
）

　
　
　

豊
前
産　

福
江　

円
治　
（
印
）

　
　
　

豊
前
産　

上
村　

芳
夫　
（
印
）

當
坑
鍛
冶
立
會　

松
本
廉
太
郎　
（
印
）

飯
場
立
會　
　
　

　
　
　

伊
与
産　

盛
田　

幸
吉　
（
印
）

ヲ
論
ジ
テ
可
ナ
ラ
ン
ヤ
、
否
ナ
（
い
な
）」
採
主
（
坑
主
の
意
味
）
ノ
注
意
ト
坑

夫
ノ
勤
勉
ニ
」
関
係
セ
ン
ト
言
ヲ
得
ン
ヤ
、
故
ニ
我
輩
」
同
盟
ノ
有
志
者
ヲ
大
イ

ニ
募
（
り
）、
至
微
ナ
リ
ト
」
雖
ド
モ
、
今
日
、
開
化
文
明
ノ
世
ニ
遷
遇
」
セ
シ
、

義
務
ニ
報
ン
ト
、茲
（
こ
こ
）
ニ
青
年
壮
」
勇
ナ
ル
者
ヲ
撰
（
選
と
同
じ
）
挙
シ
テ
、

以
テ
職
親
ト
ナ
リ
」
職
子
ト
ナ
リ
、共
ニ
戮
力
（
り
く
り
ょ
く
＝
力
を
合
わ
せ
る
）

勉
励
、
以
テ
鑛
」
業
ノ
盛
大
ナ
ラ
ン
事
希
望
ス
ル
ハ
是
我
ガ
」
社
會
ノ
基
謂
（
も

と
い
）
ナ
リ
。
其
ノ
実
タ
ル
ヤ
昔
」
古
神
武
帝
ノ
御
宇
、
御
蔵
ノ
」
財
ヲ
採
出
シ

タ
ル
附
（
と
き
）、
外
財
方
ト
御
」
仰
セ
ラ
レ
、
且
、
官
従
四
位
少
将
ニ
叙
セ
ラ

レ
、
其
後
一
季
（
い
っ
と
き
）
中
絶
シ
タ
ル
ト
雖
ド
モ
」
中
世
以
降
ニ
至
リ
、
亦

東
照
宮
」
家
康
公
ヨ
リ
、
其
ノ
職
務
ノ
貴
重
」
タ
ル
事
ヲ
下
仰
セ
ラ
レ
、
苗
字
帯

刀
御
」
免
ノ
特
権
ヲ
與
（
与
）
ヘ
ラ
レ
、
其
證
（
＝
証
あ
か
し
）
タ
ル
ヤ
元
」
和

弐
年（
一
六
一
六
年
）参
月
拾
壱
日
、東
照
宮
」家
康
公
、大
坂
御
陣
所
ニ
於
テ
、本
」

多
小
輔
ニ
命
ジ
、
駿
河
国
日
蔭
澤
（
ひ
か
げ
さ
わ
）
明
石
明
五
郎
迄
（
マ
マ
）
テ

特
権
ヲ
」
下
仰
セ
ラ
レ
タ
リ
、
古
今
（
を
）
通
ジ
其
職
業
ノ
」
魅
（
ほ
ま
れ
）
タ

ル
ニ
非
ズ
ヤ
、
然
ル
ニ
四
方
諸
君
ノ
」
其
厚
儀
愛
情
ヲ
推
考
セ
ズ
シ
テ
」
唯
ダ
戯

奢
（
ぎ
し
ゃ
）
而
巳
（
の
み
）
ト
誹
言
（
ひ
げ
ん
）
セ
ラ
レ
ル
ヲ
」
痛
情
嘆
涙
ニ

堪
ズ
、
聊
カ
是
ヲ
」
補
修
セ
ン
ガ
為
ニ
、
茲
ニ
謹
言
ス
。

親
分　

石
見
産　

田
原
亀
太
郎　
（
印
）

兄
分　

筑
後
産　

山
口　

廉
造　
（
印
）

子
分　

筑
後
産　

岩
橋　

吾
市　
　

親
分　

長
州
産　

堀
野　

菊
造　
（
印
）

兄
分　

讃
岐
産　

近
藤　
　

一　
（
印
）

子
分　

筑
前
産　

高
橋　
　

栄　

親
分　

出
雲
産　

富
田
嘉
一
郎　
（
印
）
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與
ス
、
然
（
し
か
）
ル
上
者
（
は
）、
職
務
勉
励
ス
ル
ハ
勿
」
論
、
同
盟
之
義
務

ヲ
全
（
ま
っ
と
う
）
ス
ル
ニ
毫
モ
職
名
」
ヲ
汚
シ
、
耻
ム
ル
事
勿
レ
（
こ
と
な
か

れ
）、
曰
ク
、
人
之
故
郷
ヲ
思
イ
、
其
生
タ
ル
恩
義
ヲ
思
ヒ
外
ナ
ラ
ズ
、
然
」
ニ
、

汝
等
其
職
ニ
當
（
当
り
）、
其
生
地
ハ
即
チ
當
」
坑
ナ
リ
、
故
ニ
當
坑
立
會
之
諸

氏
ノ
」
恩
義
忘
却
ス
ル
事
無
層
一
層
勉
」
励
シ
、
以
テ
国
家
ノ
隆
盛
ヲ
計
リ
、
降

リ
テ
（
く
だ
り
て
）」
自
己
ノ
繁
栄
（
を
）
計
ル
事
ヲ
努
ム
ベ
シ
」
親
山
、
年
間

ハ
無
論
、永
久
ニ
親
」
子
義
兄
ノ
親
情
ト
同
盟
ノ
義
ノ
」
深
厚
ナ
ル
事
ヲ
附
言
ス
」

　

右
之
通
（
り
）、
昇
進
為
致
（
い
た
さ
せ
）
候
ニ
付
、
其
」
後
ハ
諸
国
同
盟
諸

氏
之
厚
」
イ
御
引
立
ヲ
蒙
リ
度
（
こ
う
む
り
た
く
）
其
段
奉
」
願
上
候
也
」

　

大
正
五
年
八
月
拾
五
日　

　

福
岡
縣

　

田
川
郡　

方
城
坑

　
　
　
　
　
　

伊
藤
飯
場
（
角
印
）

諸
国
鑛
山
工
事

　
　
　

同
盟
御
中

　

文
中
に
傍
線
を
施
し
た
部
分
は
、
友
子
同
盟
の
性
格
や
坑
夫
取
立
の
意
義
、
共
同

体
意
識
と
連
帯
の
意
識
な
ど
、
坑
夫
昇
進
者
へ
の
心
が
け
指
導
も
含
め
た
内
容
で
あ

る
。

　

②
「
免
状
表
」
に
つ
い
て

　

こ
の
「
免
状
表
」
を
当
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
岩
橋
弘
氏
は
、
本
章
①
に
記
載
し
た
五

組
の
親
分
・
兄
分
・
子
分
の
最
初
に
記
載
さ
れ
て
い
る
岩
橋
吾
市
の
甥
に
あ
た
る
。

弘
氏
（
昭
和
十
三
年
十
一
月
生
、
七
四
歳
）
よ
り
の
聴
き
取
り
に
よ
る
情
報
を
記
載

　
　
　

伊
与
産　

出
野
岩
太
郎　
（
印
）

　
　
　

伊
与
産　

高
木　

石
造　
（
印
）

　
　
　

伊
与
産　

木
ノ
下
利
吉　
（
印
）

　
　
　

伊
与
産　

久
門　

宗
平　
（
印
）

　
　
　

但
馬
産　

片
山　

一
郎　
（
印
）

　
　
　

伊
与
産　

鎌
田
三
五
郎　
（
印
）

　
　
　

大
和
産　

竹
谷　

政
夫　
（
印
）

　
　
　

伊
予
産　

岡　
　

弥
八　
（
印
）

　
　
　

備
中
産　

平
田
和
太
郎　
（
印
）

中
老
立
會

　
　
　

伊
予
産　

鈴
木
春
太
郎　
（
印
）

　
　
　

対
馬
産　

鎌
田　

善
一　
（
印
）

　
　
　

豊
後
産　

坪
根　

栄
松　
（
印
）

　
　
　

備
後
産　

渡
辺
弥
三
郎　
（
印
）

　
　
　

石
見
産　

香
川　

勝
隆　
（
印
）

　
　
　

豊
後
産　

三
浦　

次
夫　
（
印
）

　
　
　

備
後
産　

宮
圧
亀
太
郎　
（
印
）

義
媒
人

　
　
　

備
中
産　

小
川
範
一
郎　
（
印
）

　
　
　

備
前
産　

福
嶋
近
太
郎　
（
印
）

　
　
　

摂
津
産　

乾　
　

安
吉　
（
印
）

　
　
　

日
向
産　

牧
野　

軍
造　
（
印
）

　
　
　

長
門
産　

山
根　

多
助　
（
印
）

前
書
之
通
（
り
）、茲
ニ
一
統
集
會
決
議
」
之
（
の
）
上
、本
日
鑛
山
坑
夫
ノ
名
義
授
」
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文
面
で
あ
る
が
、
大
勢
と
し
て
は
北
海
道
や
東
北
で
も
見
ら
れ
る
家
康
伝
承
か
ら
流

れ
る
鉱
山
開
発
の
重
要
性
と
友
子
の
意
義
を
説
く
内
容
で
あ
る
。
全
国
に
散
在
し
て

い
る
友
子
が
所
持
し
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
取
立
状
（
免
状
表
）
は
、
写
し
と
ら
れ
つ

つ
拡
散
し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
同
一
の
傾
向
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、「
告
示
」・「
免
状
目
録
」
は
、
明
治
二
十
五
年
六
月
一
日
の
明

治
政
府
の
鑛
業
条
例
発
布
を
受
け
て
、「
地
中
の
有
鑛
物
を
採
掘
す
る
職
務
な
れ
ば

其
同
盟
職
工
を
要
せ
ざ
る
不
可
（
告
示
）」
と
い
う
よ
う
な
主
旨
に
よ
り
、「
吾
人
労

働
者
タ
ル
坑
夫
ト
雖
モ
該
条
例
ノ
支
配
ヲ
受
ク
ル
ノ
光
栄
ニ
浴
シ
安
全
堅
固
ナ
ル
職

業
ト
謂
ハ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
（
免
状
目
録
）」
と
近
代
的
な
国
家
建
設
に
も
貢
献
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
友
子
坑
夫
の
意
義
付
け
を
展
開
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
友
子
同
盟
は
、
国
家
経
済
・
工
業
を
建
設
す
る
基
本
に
な
る
と
い
う
自
負
の
中
で
、

取
立
（
昇
進
）
を
図
る
意
識
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　

上
記
二
つ
の
「
友
子
」
制
度
そ
の
も
の
の
歴
史
的
な
意
義
付
け
と
現
在
社
会
で
の

存
在
意
義
を
強
調
す
る
内
容
と
は
異
な
り
、
友
子
仲
間
の
相
互
交
誼
を
強
調
し
て
い

る
の
が
、
明
治
四
十
五
年
の
忠
隈
炭
坑
の
「
坑
夫
免
状
」
で
あ
る
。
全
文
（
前
文
・

後
文
）
は
短
い
の
で
、
引
用
紹
介
す
る
。

（
前
文
）「（
こ
こ
）
ニ
同
志
ト
謀
リ
左
ノ
諸
子
ヲ
シ
テ
坑
夫
ノ
列
ニ
加
フ
、
此
ノ
列

ニ
加
ハ
ル
者
ハ
能
ク
職
親
職
兄
ノ
教
訓
ヲ
遵
守
シ
、
同
盟
諸
士
ニ
交
誼
ヲ
厚
シ
業
務

ニ
勉
励
シ
就
中
（
な
か
ん
ず
く
）
議
媒
立
會
ノ
諸
士
ニ
報
恩
ノ
道
ヲ
誤
ル
ナ
ク
、
其

職
任
ヲ
完
フ
セ
ン
事
ヲ
希
望
シ
テ
巳
マ
ズ
、
今
諸
子
ニ
免
状
ヲ
付
輿
ス
ル
ニ
一
言
茲

（
こ
こ
）
ニ
訓
示
ス
ル
者
ノ
也
」。

（
後
文
）「
前
記
人
名
ノ
者
、
今
般
坑
夫
ニ
取
立
候
間
、
爾
後
御
交
際
被
降
（
く
だ
さ

れ
）
度
、
此
段
及
御
依
頼
候
也
」

　

後
文
は
他
の
取
立
状
と
も
共
通
す
る
、
各
地
の
友
子
同
盟
に
「
交
際
」
の
お
願
い

す
る
。

　
「
免
状
表
」
は
保
存
状
況
は
良
好
で
、
乾
燥
し
虫
害
に
耐
え
ら
れ
る
桐
箱
に
納
め

ら
れ
て
い
た
。
弘
氏
の
父
親
を
経
て
弘
氏
が
継
承
し
保
管
し
て
い
た
。
弘
氏
の
父
は

吾
市
の
弟
に
あ
た
り
、
父
も
旧
穂
波
町
に
あ
っ
た
平
恒
炭
坑
に
勤
務
し
て
い
た
。
炭

坑
勤
務
の
経
験
が
あ
っ
た
人
の
手
元
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
子
に
伝
承

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

吾
市
は
、
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
六
月
十
八
日
、
筑
後
の
浮
羽
町
で
生
ま

れ
た
。
二
三
歳
の
時
、
方
城
炭
坑
で
坑
夫
に
昇
進
し
た
。
同
炭
坑
で
は
、
大
正
三

（
一
九
一
四
）
年
十
二
月
十
五
日
午
前
九
時
四
〇
分
頃
、
ガ
ス
爆
発
が
発
生
。
死
者

は
史
上
最
大
の
六
六
七
名
。
大
正
四
年
九
月
下
旬
ま
で
に
全
死
体
収
容
。
こ
の
死
者

数
は
「
方
城
炭
坑
罹
災
者
招
魂
之
碑
」
に
よ
る
公
式
数
で
あ
る
が
、
研
究
者
に
よ
っ

て
は
死
者
は
一
千
名
に
の
ぼ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
母
親
が
同
伴
し
て
い
た

赤
ん
坊
な
ど
は
人
数
と
し
て
は
不
明
に
入
る
。「
免
状
表
」
の
坑
夫
取
立
は
、
こ
の

大
災
害
の
後
遺
症
が
残
る
時
期
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
隣
山
立
会
が
位
置
的
に
は
同

じ
豊
前
地
方
と
は
い
え
、
方
城
炭
坑
と
は
福
智
山
系
の
真
反
対
に
あ
る
、
当
時
豊
前

地
方
で
最
大
の
銅
山
で
あ
っ
た
吉
原
鑛
山
の
七
名
の
友
子
で
あ
る
こ
と
も
、
急
遽
質

の
高
い
技
術
者
を
集
め
る
必
要
に
よ
り
、
友
子
関
係
者
の
確
保
の
意
識
が
強
く
作
用

し
て
い
た
の
で
は
と
推
測
さ
れ
る
。

　

吾
市
は
坑
夫
昇
進
後
、
何
年
間
か
水
力
発
電
所
の
水
道
の
補
修
等
を
し
た
。
こ
れ

は
鑛
山
現
場
の
み
な
ら
ず
、
諸
工
事
（
隧
道
工
事
等
）
の
現
場
に
も
友
子
の
活
動
の

場
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
首
肯
で
き
る
。

　

③
「
免
状
表
」
の
構
成
等
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
は
「
免
状
表
」
の
構
成
と
、
そ
れ
に
関
連
し
て
前
章
で
既
述
し
た
他
の
四

つ
の
取
立
資
料
と
も
比
較
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
免
状
表
の
経
緯
主
旨
を
説
明
し
た
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（
表
７
）
は
、
筑
豊
の
友
子
取
立
資
料
に
み
る
、
出
身
国
別
の
一
覧
表
で
あ
る
。
筑

豊
地
区
に
ど
れ
く
ら
い
の
人
数
の
友
子
が
来
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
確
実
な
資
料
は

存
在
し
な
い
。
上
記
の
五
つ
の
資
料
の
出
身
国
別
の
数
値
は
、
伊
予
（
愛
媛
県
）
出

身
者
が
、
ど
の
資
料
で
も
人
数
が
断
然
多
い
。
ま
た
、
石
見
、
備
中
が
こ
れ
に
続
く

が
、
い
ず
れ
も
有
力
鉱
山
の
所
在
地
で
あ
っ
た
。

　

次
の
項
で
記
述
す
る
山
本
作
兵
衛
も
そ
の
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
、
炭
坑
記
録
画

で
述
べ
て
い
る
。
と
り
わ
け
筑
豊
に
と
っ
て
は
、
近
隣
で
あ
る
伊
予
（
愛
媛
県
）
の

鉱
山
よ
り
の
伝
来
は
、
迎
え
る
側
は
そ
の
技
術
へ
の
期
待
度
か
ら
、
来
る
側
は
炭
坑

で
の
高
い
賃
稼
ぎ
が
期
待
で
き
た
こ
と
等
で
、
他
地
区
よ
り
も
多
数
に
の
ぼ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

の
挨
拶
で
あ
る
。

　

さ
て
、
上
記
の
い
わ
ゆ
る
「
取
立
状
」
は
、
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
六
月

か
ら
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
六
月
の
十
年
間
の
時
空
に
入
る
。
こ
の
時
空
は
、
日

本
の
近
代
化
と
筑
豊
産
炭
地
が
あ
い
ま
っ
て
隆
盛
し
た
時
期
と
も
か
さ
な
っ
て
い

る
。
此
の
時
期
の
筑
豊
で
の
特
徴
と
は
断
定
は
で
き
な
い
が
、「
取
立
状
」
の
構
成

は
、
以
下
の
如
く
全
く
同
一
な
記
載
順
で
あ
る
。

・「
取
立
状
」
の
タ
イ
ト
ル
（
そ
れ
ぞ
れ
表
記
は
異
な
る
）

・
趣
意
書
（
主
旨
は
前
記
の
よ
う
に
三
通
り
あ
る
）

・
親
分
（
親
職
）・
兄
分
（
兄
職
）・
子
分
（
子
職
）
の
取
立
対
象
者
の
人
数
分
名
簿

（
子
分
・
子
職
が
坑
夫
昇
進
当
事
者
）

・
浪
人
立
會
（
職
を
求
め
て
登
山
す
る
友
子
）

・
客
人
立
會
（
他
山
に
職
を
有
し
取
立
式
や
奉
願
帳
作
成
に
立
会
う
）

・
隣
山
立
會
（
取
立
式
に
出
席
し
承
認
と
立
会
人
に
な
る
。

複
数
の
鉱
山
よ
り
立
会
）

・
鍛
冶
立
會
（
取
立
す
る
鉱
山
の
技
術
職
人
を
代
表
す
る
立

会
人
）

・
当
飯
場
立
會
（
飯
場
代
表
）

・
中
老
立
會
（
そ
の
飯
場
で
長
老
格
に
な
る
友
子
）

・
義
媒
人
（
そ
の
飯
場
の
取
立
式
の
世
話
人
）

・
同
盟
各
位
へ
の
取
立
者
の
引
立
を
要
請
す
る
文
面

・
発
行
者
（
所
）（
角
印
）

・
年
月
日

・
宛
先
（
各
国　

諸
鉱
山
（
友
子
）
同
盟
御
中
）

　

④
筑
豊
で
の
坑
夫
取
立
（
昇
進
）
の
資
料
に
見
る
出
身
地
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表７　筑豊での坑夫（昇進）の資料に見る出身地

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
伊　予 3 11 21 12 26
阿　波 4 1 1
讃　岐 1 2 1
土　佐 1
長　州 3 2 2
石　見 4 8 1 2 3
出　雲 1 1 1
丹　後 1
備　中 1 5 5 6
備　前 1 1 3
備　後 1 3 4
紀　伊 1
芸　州 2 1 1 1 1
但　馬 1 1
加　賀 1
越　後 1
播　磨 1 1
摂　津 1 1 2
美　作 1 1 1
大　和 1 1 2
東京府 1
筑　前 1 1 1
豊　前 2 2 5
筑　後 1 4 3
肥　前 1 1
豊　後 1 5 3 1
日　向 6 1 2
肥　後 1
対　馬 1
不　明 1

（不記入） （8）
Ａ：「梅吉資料（明治38年）」、Ｂ：「告示（明治42年）」、
Ｃ：「坑夫免状（明治45年）」、Ｄ：「昇進免状表（大正
５年）」、Ｅ：「免状　目録（大正７年）」

※Ａ：「梅吉資料」の対象者は奉願帳作成時のみ



で
退
職
。
上
三
緒
坑
の
親
元
に
戻
り
、
仕
繰
夫
と
な
る
。（
大
正
五
年
）
二
四
歳
、

三
月
・
麻
生
赤
坂
炭
坑
で
機
械
鍛
冶
工
と
な
る
。（
大
正
六
年
）
二
五
歳
、
神
之
浦

炭
坑
に
転
坑
、
鍛
冶
工
と
な
る
。
五
月
・
上
三
緒
坑
に
転
坑
、
坑
外
修
繕
方
の
後
山

と
な
る
。
八
月
・
綱
分
炭
坑
に
転
坑
、
火
夫
や
鍛
冶
工
。
十
一
月
・
山
内
炭
坑
に
転

坑
、
鍛
冶
工
と
な
る
。（
大
正
七
年
）
二
六
歳
、
七
月
・
椋
本
坑
、
鍛
冶
工
の
横
座
。

八
月
・
飯
塚
坑
大
徳
三
尺
二
坑
に
転
坑
、
鍛
冶
工
の
横
座
。
九
月
・
山
内
坑
職
長
の

招
き
で
、
山
内
坑
で
鍛
冶
工
と
な
る
。（
大
正
十
一
年
）
三
〇
歳
、
二
月
・
製
鉄
所

二
瀬
中
央
坑
に
転
坑
、
鍛
冶
工
。
六
月
・
山
内
坑
、
鍛
冶
工
の
横
座
。
十
一
月
・
赤

坂
坑
、
採
炭
夫
。
十
二
月
・
製
鉄
所
二
瀬
出
張
所
稲
築
坑
に
転
坑
、
鍛
冶
工
。（
昭

和
十
五
年
）
四
八
歳
、
九
月
・
日
鉄
（
昭
和
九
年
よ
り
日
鉄
）
二
瀬
出
張
所
稲
築
坑

を
退
職
。
田
川
郡
猪
位
金
村
（
現
田
川
市
）
の
長
尾
鉱
業
所
位
登
炭
坑
に
転
坑
、
採

炭
係
と
な
る
。（
昭
和
三
十
年
）
六
三
歳
、
一
月
・
位
登
炭
坑
閉
山
に
よ
り
解
雇
。

同
坑
資
材
警
備
員
。（
昭
和
三
十
二
年
）
六
五
歳
、
二
月
・
弓
削
田
長
尾
本
事
務
所

の
宿
直
警
備
員
と
な
る
。（
昭
和
三
十
九
年
）七
一
歳
、長
尾
本
事
務
所
を
退
職
。（
傍

線
部
は
山
内
坑
に
勤
務
し
て
い
た
と
き

（
註
一
五
））

　

作
兵
衛
の
炭
坑
体
験
と
仕
事
内
容
の
概
略
を
記
し
た
が
、
彼
の
五
〇
年
以
上
に
の

ぼ
る
炭
坑
で
の
労
働
は
、
多
様
に
し
て
経
験
豊
富
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
る
の
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
上
記
の
略
歴
を
見
て
も
、
特
に
採
炭
現
場
と
鍛
冶
工
の
経
験
が
多

い
。
そ
の
経
験
と
記
憶
、
自
己
の
こ
ま
め
な
記
録
や
日
記
に
し
た
が
っ
て
描
く
、
彼

の
炭
坑
記
録
画
と
そ
の
説
明
が
極
め
て
正
確
で
あ
り
、優
れ
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　

②
そ
の
中
で
、
一
枚
の
彩
色
画
に「
明
治
中
期　

マ
イ
ト
孔
ク
リ
」の
場
面
と「
天

井
切
上
げ
」
の
場
面
が
あ
る
。
説
明
文
は
「
ノ
ミ
は
チ
ク
サ
鋼
五
分
八
角　

貢
岩
用

は
六
分
八
角
、
ノ
ミ
先
は
貢
（
膠
）
岩
用
は
ハ
マ
グ
リ
形　

軟
質
（
炭
孔
）
は
イ
チ

ノ
ジ
形
を
使
う
。
Ｓ
坑
（
※
麻
生
山
内
坑
）
に
は
伊
与
の
銅
山
か
ら
多
人
数
移
動
し

第
五
章　

山
本
作
兵
衛
の
見
た
「
友
子
」

　

①
山
本
作
兵
衛
は
友
子
に
つ
い
て
の
目
撃
体
験
を
、
炭
坑
記
録
画
に
複
数
描
い
て

い
る
。
こ
の
記
録
画
の
内
容
と
も
関
係
し
て
い
る
の
で
、
前
述
の
坑
夫
（
炭
坑
労
働

者
）
の
移
動
が
激
し
い
こ
と
を
示
す
具
体
的
な
一
例
と
し
て
、
山
本
の
遍
歴
を
み
て

み
る
。

　

山
本
作
兵
衛
は
、
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
、
七
歳
の
時
、
石
炭
の
鉄
道
輸

送
開
始
に
伴
っ
て
仕
事
量
の
減
り
つ
つ
あ
っ
た
川
船
船
頭
の
職
を
捨
て
た
父
に
連
れ

ら
れ
、
一
家
で
上
三
緒
炭
坑
に
移
住
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
兄
と
共
に
炭
坑
の
仕
事

を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
。
以
後
は
、
当
時
の
炭
坑
労
働
者
と
同
様
に
め
ま
ぐ
る
し

く
仕
事
場
の
変
転
を
し
て
い
る
。

　

九
歳
の
年
、
一
家
で
忠
隈
坑
に
移
る
。
一
ヵ
月
で
南
尾
坑
に
転
坑
。（
明
治

三
十
五
年
）
十
歳
、
一
家
で
豆
田
坑
、
上
三
緒
坑
に
転
坑
。（
明
治
三
十
七
年
）

一
二
歳
、
二
月
・
山
野
坑
、
四
月
・
南
尾
坑
、
五
月
・
山
内
坑
へ
。
六
月
・
鶴
嘴
鍛

冶
に
弟
子
入
り
。（
明
治
三
十
九
年
）
一
四
歳
、
四
月
・
鶴
嘴
鍛
冶
を
離
れ
る
。
六

月
・
山
内
坑
に
父
や
兄
と
共
に
入
坑
、
坑
夫
の
後
山
と
し
て
ス
ラ
を
ひ
く
。（
こ
の

歳
よ
り
、
炭
坑
労
働
者
と
し
て
働
き
は
じ
め
た
）

（
明
治
四
十
一
年
）
一
六
歳
、
山
内
坑
で
先
山
と
な
る
。
こ
の
年
、
単
身
で
古
河
下

山
田
坑
、
金
剛
坑
、
長
谷
坑
、
綱
分
坑
で
採
炭
夫
と
し
て
働
く
。（
明
治
四
十
二
年
）

一
七
歳
、父
の
病
気
で
山
内
坑
に
戻
り
、
先
山
と
な
る
。（
明
治
四
十
四
年
）一
九
歳
、

一
家
で
上
三
緒
坑
に
転
坑
、
父
が
納
屋
頭
に
な
る
。（
明
治
四
十
五
年
・
大
正
元
年
）

二
〇
歳
、
五
月
・
難
聴
な
ど
の
理
由
で
徴
兵
を
免
除
さ
れ
る
。
十
一
月
・
九
州
鉄
道

管
理
局
小
倉
工
場
に
鍛
冶
工
見
習
と
し
て
就
職
。（
大
正
四
年
）
二
三
歳
、
一
月
・

小
倉
工
場
を
退
職
。
三
月
・
八
幡
製
鉄
所
工
作
課
に
鍛
冶
工
と
し
て
就
職
、
六
日
間
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画
の
中
、「
金
山
坑
夫
」
と
表
記

し
た
図
柄
で
も
「
イ
レ
ズ
ミ
」
を

入
れ
た
絵
画
も
残
し
て
い
る
。
こ

の
画
に
出
て
い
る
坑
夫
の
諸
道
具

は
、
第
二
章
の
一
で
触
れ
た
友
子

の
修
業
で
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
事
例
で
も
あ
る
。

　

前
述
の
彩
色
画
中
に
は
「
明
治

中
期
」
と
あ
り
、「
マ
イ
ト
孔
ク

リ
」、「
Ｓ
坑
（
麻
生
山
内
坑
は
明

治
二
四
年
開
坑
）」
の
こ
と
と
あ

る
。
こ
こ
で
の
「
明
治
中
期
」
と

は
上
記
の
作
兵
衛
本
人
の
職
歴
と

体
験
に
よ
る
観
察
の
内
容
か
ら
み
て
、
明
治
三
七
年
・
一
二
歳
か
ら
明
治
四
十
一
年
・

一
六
歳
の
間
の
山
内
坑
で
労
働
し
た
時
期
の
体
験
記
憶
の
描
写
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
作
兵
衛
は
、
明
治
後
期
の
小
ヤ
マ
の
三
つ
の
ケ
ー
ス
の
採
炭
法
を
図
と
文
章

で
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
図
の
中
心
に
「
断
層
は
食
い
違
い
、
ガ
ッ
ク
リ
、
ド
マ
グ

レ
な
ど
と
言
う
が
、
大
た
い
ケ
イ
シ
ャ
（
炭
層
）
に
対
し
、
斜
め
に
出
る
。
下
部
に

な
る
に
つ
れ
食
違
い
が
厚
く
な
り
放
射
線
形
に
な
っ
て
お
る
。
ガ
ッ
ク
リ
が
出
る
前

に
は
傾
斜
バ
ン
ガ
ヤ
リ
が
不
揃
い
に
な
っ
た
り
、
湧
水
が
多
く
な
っ
た
り
し
、
天
井

も
わ
る
く
な
り
突
然
抜
け
落
ち
て
く
る
。」
と
説
明
し
、
画
面
の
中
央
部
に
断
層
を

示
す
構
図
に
し
て
、「
ヤ
マ
の
ガ
ン
で
あ
る
断
層
は
小
型
が
何
段
に
出
る
処
が
あ
り
、

大
型
に
な
る
と
昔
は
金
山
坑
夫
を
募
集
し
て
大
仕
か
け
で
切
り
貫
く
事
が
あ
っ
た
。

セ
ッ
ト
ウ
を
使
う
マ
イ
ト
孔
く
り
作
業
、
金
山
坑
夫
は
妙
技
を
振
う
」
を
記
し
て
い

て
お
り
一
部
の
ナ
ヤ
を
金
山
（
カ
ナ
ヤ
マ
）
と
称
へ
て
い
た
。
金
山
坑
夫
は
ノ
ミ
先

も
自
分
で
焼
き
直
し
、
セ
ッ
ト
ウ
も
巧
み
に
使
う
。
断
層
切
貫
き
な
ど
得
意
で
あ
っ

た
。
又
行
状
も
よ
（
く
）
規
律
正
し
く
イ
レ
ズ
ミ
な
ど
い
れ
て
い
る
人
も
少
な
く
、

互
助
組
合
（
ツ
ク
ッ
テ
）
組
織
し
て
い
た
。
ノ
ミ
の
く
り
粉
を
掻
き
出
す
の
を
キ
ュ

ウ
レ
ン
と
言
う
。」「
天
井
切
上
げ　

あ
げ
あ
な
く
り　

こ
れ
は
特
に
熟
練
者
、
強
打

せ
ね
ば
孔
は
進
行
せ
ず　

一
ツ
打
は
ず
す
と
左
の
指
は
五
本
位
じ
ゃ
足
ら
ぬ
。」「
伊

豫
の
銅
山　

か
ね
吹
く
音
は　

き
こ
え
ま
す
ま
す　

松
山
に
～　

ゴ
ッ
ト
ン
ゴ
ッ
ト

ン
」
と
あ
り
、
筆
者
が
絵
画
中
の
説
明
文
に
施
し
た
傍
線
部
は
、
ま
さ
に
「
友
子
」

た
ち
の
仕
事
ぶ
り
や
互
助
活
動
、
技
量
伝
承
者
と
い
う
誇
り
を
伴
う
生
活
規
律
（
例

え
ば
イ
レ
ズ
ミ
を
し
な
い
）
な
ど
を
活
写
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
別
の
墨
画
に
は
「
む
か
し
の
ヤ
マ
の
人
々
４
」
と
し
て
「
マ
イ
ト
孔
く
り
。

（
中
略
）
何
分
ヤ
マ
の
作
業
中
、
石
刀
（
セ
ッ
ト
ウ
）
を
一
人
前
に
使
う
に
は
相
当

の
熟
練
が
い
る
。
…
Ｓ
坑
（
※
麻
生
山
内
坑
）
に
は
伊
豫
の
銅
山
で
生
長
し
た
金
山

坑
夫
が
数
名
お
り
、
一
部
住
宅
を
金
山
と
称
し
て
い
た
。
こ
の
人
た
ち
は
断
層
切
ぬ

き
な
ど
や
っ
て
い
た
が
、
巧
者
な
仕
事
振
り
で
あ
っ
た
。
ノ
ミ
も
自
分
で
焼
直
す
腕

前
で
あ
り
、
又
行
状
も
良
く
、
当
時
で
も
互
助
組
合
を
作
り
、
同
僚
の
友
愛
親
和
に

努
め
て
い
た
。
従
っ
て
ヤ
マ
も
平
和
で
あ
っ
た
。」（
図
１
）
と
書
い
て
い
る
。

　

こ
の
二
枚
の
説
明
内
容
に
は
、
重
複
も
あ
る
が
、
少
し
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の

で
、
あ
え
て
引
用
し
た
。
作
兵
衛
が
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
、
至
極
当
た
り

前
と
見
ら
れ
て
い
た
「
イ
レ
ズ
ミ
」
を
入
れ
て
い
な
い
こ
と
も
き
ち
ん
と
描
き
分
け

て
い
る
の
で
あ
る
。
筑
豊
の
炭
坑
地
帯
で
働
き
、
生
き
抜
く
た
め
に
は
必
要
だ
と
さ

れ
、
炭
坑
の
男
（
一
部
女
性
も
入
れ
た
記
録
は
あ
る
）
の
象
徴
が
「
イ
レ
ズ
ミ
」
で

あ
っ
た
の
に
、そ
れ
す
ら
受
け
入
れ
ず
に
、互
助
組
織
（
友
子
同
盟
）
の
規
範
を
持
ち
、

自
ら
の
技
量
で
働
い
た
こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
作
兵
衛
は
絵
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②
浪
客
交
際
は
坑
夫
間
の
融
通
和
合
を
計
り
、
坑
夫
の
需
給
を
調
節
し
、
坑
夫
に

失
職
の
危
惧
を
少
な
く
し
て
い
る
。

③
本
制
度
は
情
誼
を
基
礎
と
し
、
平
素
の
交
誼
を
も
っ
て
救
済
の
一
条
件
と
す

る
。
規
約
に
お
い
て
も
職
務
の
忠
実
を
誓
い
、
乱
行
（
大
酒
喧
嘩
）
や
背
信
行
為

を
戒
め
、
以
て
坑
夫
の
品
性
の
向
上
に
益
が
あ
る
。

例
え
ば
、
奉
願
帳
や
寄
付
帳
持
参
者
の
遍
歴
は
一
人
一
山
に
つ
き
一
回
を
原
則
と

す
る
。
そ
の
登
山
す
る
本
人
の
心
得
書
の
例
で
は
、

　

一
、
品
行
方
正
で
あ
る
こ
と

　

一
、
賭
博
ま
た
は
類
似
の
場
所
に
立
ち
寄
ら
な
い
こ
と

　

一
、
節
倹
を
旨
と
す
る
に
よ
り
、
料
理
店
等
に
於
い
て
遊
興
を
し
な
い
事
。
並

び
に
途
中
宿
泊
の
場
合
に
旅
籠
は
普
通
料
金
以
内
の
範
囲
た
る
事

　

一
、
酒
量
は
な
る
べ
く
過
ご
さ
ざ
る
事

　

一
、
喧
嘩
口
論
な
ど
し
な
い
こ
と　
　
　

な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

二　

友
子
同
盟
の
弊
害
に
つ
い
て

①
友
子
同
盟
を
共
済
団
体
と
し
て
見
る
と
き
は
、
そ
の
共
済
の
方
法
は
著
し
く
不

合
理
に
し
て
、
不
経
済
、
負
担
過
重
に
し
て
、
効
果
薄
弱
、
到
底
時
勢
に
適
合
し

な
い
。

ア　

例
え
ば
、
寄
付
帳
の
如
き
、
数
十
里
の
山
道
を
踏
み
、
鉱
山
交
際
所
を
訪
い
、

僅
少
の
救
済
金
を
得
て
、
又
他
の
鉱
山
に
向
か
う
。
壮
健
な
る
者
に
す
ら
困
難
な

る
所
を
労
働
能
力
喪
失
者
を
以
て
か
か
る
難
旅
行
を
な
す
は
、
療
養
と
、
決
し
て

希
望
す
べ
き
所
に
あ
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
得
た
る
金
銭
は
路
銀
に
足
ら
ざ
る
事

多
し
。
そ
の
状
況
は
い
た
ず
ら
に
乞
食
（
※
当
時
の
表
記
の
ま
ま
引
用
し
た
）
を

養
成
す
る
が
如
し
。

る
。
こ
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
現
場

で
金
山
坑
夫
の
技
量
が
ど
う
し
て

も
必
要
な
時
は
、「
募
集
し
て
」（
依

頼
す
る
と
か
頼
み
込
む
と
か
、
引

き
抜
く
な
ど
の
手
段
で
）
金
山
坑

夫
（
友
子
）
に
断
層
対
策
を
し
て

も
ら
う
事
が
あ
っ
た
と
記
す
（
図

２
）。

　

な
お
、
筑
豊
産
炭
地
に
い
つ
ご

ろ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
友
子

な
い
し
そ
の
集
団
が
到
来
し
た
か

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題

で
あ
る
。

第
六
章　

友
子
制
度
の
利
益
と
弊
害

　

前
述
し
た
政
府
の
初
の
友
子
調
査
の
中
で
、「
本
制
度
の
利
弊
」
と
い
う
鉱
業
経

営
者
側
の
報
告
の
要
点
を
記
す
。

一　

友
子
制
度
の
利
点
と
し
て

①
不
完
全
な
が
ら
一
個
の
共
済
団
体
で
あ
る
。
し
か
も
、
一
定
の
金
額
を
支
出
す

る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
身
的
事
情
を
か
え
り
み
て
、
個
人
的
な
寄
付
行
為
が
多
く

伴
う
と
い
っ
た
救
援
が
伸
縮
自
在
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
危
険
な
職
業
に
従
事

す
る
坑
夫
に
物
質
的
保
障
と
精
神
的
慰
安
を
与
え
、
安
ん
じ
て
生
業
に
服
す
こ
と

が
で
き
る
。
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ま
と
め
に
代
え
て

　

産
炭
地
筑
豊
に
お
け
る
友
子
制
度
は
、
幕
末
か
ら
明
治
中
期
に
か
け
て
発
達
し
た

「
納
屋
制
度
」
の
存
在
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
。
納
屋
制
度
の
担
い
手
で
あ
る
納
屋
の

経
営
を
任
さ
れ
た
「
頭
領
」
の
存
在
と
「
友
子
」
の
存
在
は
、
石
炭
採
掘
現
場
に
お

け
る
高
度
な
伝
統
的
な
技
術
の
受
容
と
活
用
と
い
う
面
で
は
、
相
乗
り
し
並
立
す
る

面
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
残
存
す
る
「
頭
領
」
の
資
料

（
註
一
六
）で

検
証
し
た
が
、
丹
文
吉
（
伊

与
新
居
郡
出
身
）、
佐
々
木
三
次
郎
（
石
見
那
賀
郡
出
身
）、
白
石
喜
助
（
伊
与
大
洲

出
身
）、
島
本
喜
一
（
伊
与
宇
和
島
町
出
身
）
な
ど
、
友
子
制
度
を
熟
知
し
た
地
域
か

ら
筑
豊
に
入
る
か
友
子
の
本
場
か
ら
筑
豊
に
来
て
炭
坑
の
頭
領
に
な
っ
た
人
は
い
る

が
、自
ら
が
友
子
と
し
て
筑
豊
に
来
て
、頭
領
に
な
っ
た
事
例
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
長
期
雇
用
に
よ
る
擬
似
的
親
子
関
係
に
よ
る
技
術
伝
承
と
坑
夫
の
徒
弟
的

支
配
関
係
は
、（
排
水
の
機
械
化
の
契
機
と
な
っ
た
目
尾
炭
坑
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ポ
ン

プ
導
入
か
ら
、
筑
豊
の
大
勢
は
年
内
採
掘
が
可
能
と
な
っ
た
が
、）
こ
れ
以
降
も
離

合
集
散
が
当
た
り
前
の
筑
豊
地
方
の
炭
坑
の
日
常
性
で
は
長
期
間
の
炭
坑
へ
の
滞
留

は
な
じ
め
ず
、
友
子
制
度
で
い
う
「
親
分
（
親
職
）～
子
分
（
子
職
）」
の
関
係
の

存
続
は
困
難
な
面
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
述
し
た
仮
説
で
述
べ
た
よ
う
に
、
炭

坑
現
場
を
移
動
す
る
時
、
師
弟
関
係
が
そ
の
ま
ま
持
続
さ
れ
て
、
親
分
と
子
分
が
一

緒
に
移
動
す
る
事
例
が
存
在
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
今
回
検
討
し
た
友
子
関
連
資
料
に
よ
る
対
象
時
代
に
限
っ
て
い
え
ば
、

江
戸
時
代
以
来
の
日
本
の
伝
統
的
技
術
伝
承
と
自
主
的
共
済
制
度
の
両
面
を
有
す

「
友
子
制
度
」
は
、
貝
島
の
よ
う
な
容
認
意
識
の
経
営
下
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
面
も

み
ら
れ
る
が
、
筑
豊
全
体
と
し
て
は
、
独
特
の
社
会
風
土
を
醸
し
出
し
て
い
っ
た
炭

坑
社
会
（
イ
シ
ヤ
マ
風
）
に
一
部
伝
承
さ
れ
な
が
ら
も
産
炭
地
筑
豊
全
体
の
う
ね
り

　

し
か
る
に
友
子
の
こ
れ
が
た
め
に
す
る
負
担
は
相
当
大
に
し
て
、
殊
に
送
り
奉

願
帳
の
場
合
に
お
い
て
然
り
と
す
。
こ
れ
が
為
に
、
近
時
連
合
交
際
所
に
な
り
、

負
担
額
は
軽
く
な
り
た
る
も
、
益
々
其
の
効
果
を
失
え
り
。

イ　

死
亡
者
遺
族
に
対
す
る
白
米
給
与
の
如
き
、
葬
式
手
伝
い
、
浪
客
接
待
の
如

き
共
済
方
法
と
し
て
は
不
経
済
の
そ
し
り
を
免
れ
ず
。

②
浪
客
交
際
及
び
寄
付
帳
・
奉
願
帳
の
制
度
は
、
い
わ
ゆ
る
飯
場
渡
り
な
る
も
の

を
生
ぜ
し
め
、
坑
夫
の
浮
浪
性
を
増
大
す
。

③
友
子
同
盟
の
為
に
す
る
協
議
会
・
大
会
・
打
ち
合
せ
会
等
の
会
合
は
、
彼
等
の

飲
酒
癖
を
増
大
し
、
出
勤
率
を
減
ず
る
の
み
な
ら
ず
、
や
や
も
す
れ
ば
同
盟
罷
工

及
び
紛
擾
の
原
因
と
な
る
。

④
鉱
夫
労
役
扶
助
規
則
が
な
り
、
鉱
山
共
済
組
合
が
発
達
せ
る
今
日
、
な
お
彼
等

の
共
済
あ
る
は
保
護
厚
き
に
失
し
、
貯
蓄
心
を
妨
げ
、
依
頼
心
を
増
大
す
る
。

　

筆
者
は
、前
述
の
よ
う
に
「
梅
吉
資
料
」
の
日
程
を
か
な
り
注
目
し
て
見
て
き
た
。

梅
吉
が
奉
願
帳
を
持
参
し
て
、
は
る
ば
る
栃
木
県
の
足
尾
銅
山
ま
で
出
か
け
て
、
よ

う
や
く
筑
豊
に
帰
着
し
て
死
去
し
た
時
期
は
、
梅
吉
が
所
属
し
て
い
た
二
瀬
炭
山
全

体
で
「
共
済
義
會
」
の
会
則
と
規
約
が
で
き
、
逐
次
実
行
に
移
さ
れ
る
段
階
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
本
章
の
二
の
④
の
主
旨
を
含
む
会
社
を
あ
げ
て
の
体
制
づ
く
り
の
段

階
と
重
な
っ
て
い
る
。

　

梅
吉
自
身
の
状
況
か
ら
言
え
ば
、
本
章
の
一
の
①
③
と
二
の
①
ア
の
指
摘
が
そ
の

ま
ま
当
て
は
ま
る
の
で
あ
る
。

　

友
子
同
盟
の
情
誼
の
中
で
、
奉
願
帳
を
与
え
ら
れ
持
参
し
た
梅
吉
は
確
か
に
二
年

余
、
友
子
仲
間
に
生
か
さ
れ
た
。
し
か
し
、
出
身
炭
坑
で
あ
る
伊
岐
須
の
高
雄
二
坑

を
目
前
に
し
て
絶
命
し
、
安
楽
寺
の
過
去
帳
に
記
載
さ
れ
、
そ
の
人
生
を
閉
じ
た
の

で
あ
る
。
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（
一
一
）　

現
在
の
添
田
町
に
あ
っ
た
炭
坑
で
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
で
訪
問
し
た
峰
地
炭
坑
は
後

藤
寺
村
に
あ
り
、
同
名
で
あ
る
が
場
所
が
異
な
る
。
ど
ち
ら
も
蔵
内
次
郎
作
経
営
。

（
一
二
）　

註
七
文
献
二
三
七
頁
（「
坑
夫
の
生
涯　

永
岡
鶴
蔵
著
」）

（
一
三
）　

そ
の
事
例
と
し
て
は
、
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
五
月
、
中
央
財
界
の
原

六
郎
が
頭
山
満
よ
り
大
任
炭
坑
を
買
収
し
た
際
も
、
炭
坑
経
営
の
人
事
に
つ
い
て

は
原
は
全
面
的
に
貝
島
に
一
任
し
た
事
績
も
あ
る
。

（
一
四
）　

吉
原
鑛
山
「
明
治
九
年
採
掘
出
願
、
明
治
十
一
年
許
可
あ
り
。
其
の
後
、
渋
谷

荒
太
郎
氏
事
業
に
熱
心
、
採
鑛
区
拡
張
せ
る
為
、
次
第
に
銅
の
産
額
を
増
し
、
全

盛
の
頃
は
一
日
六
百
斤
、
年
中
平
均
二
一
万
九
千
斤
の
産
出
を
見
た
る
こ
と
あ
り

し
と
云
う
。
大
正
九
年
迄
採
鑛
を
継
続
し
た
る
も
、
目
下
は
銅
鑛
少
な
く
、
中
止

の
状
態
に
あ
り
（「
企
救
郡
誌
」
伊
藤
尾
四
郎
編
（
昭
和
六
年
四
月
）」。
※
引
用
文

中
の
漢
字
・
仮
名
は
筆
者
が
現
代
用
語
に
変
換
し
た

（
一
五
）　

田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館　

田
川
市
美
術
館
二
〇
〇
八
『
炭
坑
の
語
り
部　

山
本
作
兵
衛
の
世
界
』
一
三
二
頁

（
一
六
）　

兒
玉
音
松
一
九
〇
二
『
筑
豊
鑛
業
頭
領
傳
』

【
参
考
文
献
】

村
串
仁
三
郎
二
〇
〇
六
『
大
正
昭
和
期
の
鉱
夫
同
職
組
合
「
友
子
」
制
度
～
続
・
日
本
の

伝
統
的
労
資
関
係
』
時
潮
社

※
同
書
に
は
「
和
田
梅
吉
奉
願
帳
」
の
詳
細
な
検
証
と
分
析
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

村
串
氏
は
既
に
『
経
済
志
林
』（
第
五
八
巻
、
一
九
九
〇
年
）
に
同
一
内
容
の
論
文
を
発

表
し
て
い
る
。

に
吸
収
さ
れ
て
い
き
、
制
度
と
し
て
の
友
子
は
消
滅
の
形
に
な
っ
た
の
で
は
と
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
第
三
章
の
五
で
紹
介
し
た
黒
田
長
太
郎
の
よ
う
に
、
他
地
区
で

友
子
に
な
っ
た
坑
夫
が
、
筑
豊
各
地
で
生
き
抜
い
た
事
例
も
存
在
し
た
事
実
も
視
野

に
入
れ
て
お
く
必
要
も
あ
る
。

　

ま
た
、
友
子
に
流
れ
て
い
た
相
互
扶
助
の
気
風
は
、
筑
豊
の
川
筋
気
質
の
中
に
受

け
継
が
れ
、
炭
坑
社
会
で
の
共
同
体
的
な
助
け
合
い
精
神
を
根
幹
と
し
た
生
活
、
気

風
の
中
に
伝
承
さ
れ
生
き
続
け
た
と
言
え
る
。

【
註
】

（
一
）　

安
蘇
龍
生
二
〇
一
一
「
筑
豊
の
炭
坑
と
「
友
子
」
の
存
在
検
証
」『
田
川
市
石
炭
・

歴
史
博
物
館
館
報
第
四
号
』

（
二
）　
「
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
月
報
」
第
二
〇
号

（
三
）　

高
野
江
基
太
郎
一
九
〇
八
『
日
本
炭
礦
誌
』

（
四
）　

村
串
仁
三
郎
一
九
八
九
『
日
本
の
伝
統
的
労
使
関
係
』
世
界
書
院

（
五
）　

矢
野
牧
夫
一
九
八
一
「
風
土
の
根
底
か
ら
～
ヤ
マ
の
生
活
文
化
を
考
え
る
～
」『
夕

張
文
化
』
二
六
、
夕
張
市
文
化
協
会

（
六
）　
「
坑
夫
」
の
表
記
は
後
年
「
鉱
員
」
に
改
め
ら
れ
た
が
、
筆
者
は
本
論
の
年
代
幅
か

ら
歴
史
的
表
記
と
し
て
「
坑
夫
」
を
使
用
し
て
い
る
。

（
七
）　

上
野
英
信
編
一
九
七
一
『
近
代
民
衆
の
記
録
２　

坑
夫
』
三
五
七
頁
（「
友
子
資
料
」）

（
八
）　

昭
和
五
十
七
年
度
福
岡
県
古
文
書
等
緊
急
調
査
報
告
書
の
「
安
楽
寺
文
書
目
録
」

の
中
で
明
確
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

（
九
）　

註
一
文
献

（
一
〇
）　

浪
人
と
は
就
職
口
が
不
定
で
、
他
山
に
訪
問
し
て
く
る
友
子
を
指
す
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